
日本建築協会発行

建 築 と 社 会

第78巻

不二出版



復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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乞 枇 曾
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三 星 印 浩 綿 製 品

開議｀犠議｀総ｾ鵜護憲
三窪岩綿ア口、i ヴ構成の防音装置Ij 爆音1: 耐穴3吸音率を有す

主主主T 大阪町北区中之島 五/ 三O

施 玉 丈飯田急建用化工株式舎社

電話土佐将 (4 4) 132H682.6221. 7，294 

東京市紳 田区岩本町三番地

三 塁 産 業 株 式 舎 社

電 話 浪 花 @0 0 7 2 呑



曾
.l:t. 

口

大東亜戦宰の赫々たる鞍果に件ひ 、我園の南方への圏家的接展に鑑み、 南

方諸地域に於ける建築文化を通じて 、 その民族性を理解すると共に 、建 築 的

施設 による米 ・英 ・蘭の利己 的植民地政策のありのま〉の相貌を紹介 し、又

一 方我建築界は其の技術を通じて 、大 東5a5圭形文化の確立を期し 、以 て 大 東

亜共 柴 圏 建 設 の 鴻業 に翼賛せんとする意闘を昂揚するため 、惑 に 嘗 協 曾 は 建

築 皐 曾 と 共 同 主 催のーi、に 、下 記 の 通 D南方建築展覧曾を開催仕候問 、曾 員 諸

賢は時局下本曾の主旨を横 〈 御宣停の 上、 間期中は寓障 ｾｰ 繰合せ知巳御調 ｬ 誘

多 数 御 来 場 下 さ れ 、所期の成果を牧め得る様御援、助賜度候

主 催

曾 期

曾 場

展示内容

南 方 建 築 展 覧 曾

祉 関 法 人 建 築 皐 曾

m止国法人 日本 建 築 協 曾

情 報 局

後 援 大政翼 賛 曾 大 阪 府 支 部

朝 日 新 聞 大 阪 本 j社

自 2 月16 日( 火)

6 日 間 午 前 9 時 ~午 後 6 時

至 2 月21日( 日)

南 海 高 島 屋 ( 大 阪 ・難波)

I. 一般統計 面積、人口密度、主要都市人口 、木材 ・鎮鋼・ セメント・石

茨 ・石油 ・生ゴムの年驚

2. 気象統計 熱地と気象、南方各地平均風速 ・湿潟度 ・雨量

3. 大東亜建設記念営造計量競技設計嘗選園案

0 大東疏道路を主i I llhとしたる記念造営計帯、主として大東京

建設忠、霊神域員十議

。大東: i w. 共栄問施設大上海者fl .L. '改造計密集

。大東琵聖地の計番・・・ 官士山麓 ｾ 等計 ＴＰｾ 余黙ｾ

4.  宗教建築 優れたる文化遺蹟

5. 民家建築 純粋友る土着民放の性家

6. 現代建築 チャンパ・カ ンボヂヤ ・タイ・ピルマ ・ジヤワ ・ノ吋・悌印

マライ ・スマトラ ・ボルネオ ・セレベス ・フイリツピン・束

印度地方 ~等の新興建築施設~

以 上



建 築 界 の 新 種 制 と

こ れ か ら の 請 負 制 度

建築界の翫瞳制について語るとナれぽ、建築技

術界の新機構にも亘らねば君主らないが、 と 与では

建築業界の範囲として 、各所での曾合の折に得た

智識を基t亡、私見を述べるとと与する。

土木建築の統制舎も、一歩前進半歩後退の模様

で、昨年末には主管官陸、たる商工省、営局の努力陀

依て、念速に設立されるものム如くに見えたが、

種々友事情む矯め、また暫らく停頓の姿 となった

のは誠に遺憾千高に居、はれる。

統制舎の事業内容については、人々に依て多少

の意見の相違もあらう。また一般の考へ方も、時

局の推移に伴ひ、その重紛が嬰り、研究討議の進

むに従って、漸次常識的陀友って来てゐるのも営

然友次第である。

工事の配分は統制舎の持つ使命の重要事項の一

つに相違ないが、統制舎の舎員と主主る業者が相官

主主教に上る時は、個 k の工事を - k 業者の夫々に

配分する事は不可能に近い。今日では従来の注文

者と脇工業者との閥係を傘重して、各々の理解と

経験を活かして施工に営らせるものとし、手持工

事の線量を按配して 、必要に態じ蹴括的t x . 配分を

ま号すを至営友りとナるに意見がI I ! 告一致してゐる。

内地の統制合陀常る満州土木建築公舎では. 工

事の配分は全く考慮の外に置き 、注文者と施工者

との関係を自由に任せるととに主主ったといはれ

る。一時考へられた、理想主義的危工事配分から

見れば大分隔りがあるが、一先づ落着くべき虞に

落着いたものと云ふべきでるる。

施工界の統制は、土木と建築 とκ っき併せ行は

れなければ不徹底で、あるととは 、誰しも認める所

だが、注文者側に取って見れば、建築と土木では

注文者を 異陀し 、そとにかりの相違があり 、土木

側む殻注者の見解は必1ドしも建築の立場と一致せ

歩、統制会設立の障碍のーもと. l . VC あ る 様 で あ

る。即ち土木関係陀は多くの直営工事が行はれ、

島回 藤

業者に任せた統制舎に撮り難いとナる所も b らう

し、錨道や水力電気等には、施工形式等に特殊な

問題もあらうと思はれる。か L る種類の特殊性に

ついては、陸海軍関係の工事と共陀夫々部門別と

し、之を統制舎に依り一括統制するととが考へら '

れる。

また施工者として基礎工事其他の如く. 工事の

特定の部分に噂; 門的技能を有するものに劃しては

夫等特殊業者の矯め一部門を置くととも遁常な方

法である。

資材の統制については 、重黙主義に基き建築主

に謝して配給せられる現行制度で差支へ友く 、統

備1 ] 舎は資材配給の計: m; vc 参蓋し、施工上に挫滞を

生ぜしめね模、施工と資材との均衡を期する矯め

必要主主る職責を帰営するとと L 君主るでるらう。更

に資材現品の闘1骨友配給に開しては、統制舎は必

要主主糟限の移譲も受けて .. j斡旋の役を果すべきで

ある。猶業者自身の使途に賞てられる偲設材料や

機械器具類む充足等は統制舎に於て適切えま補給の

道を講歩、る要がある。

努務陀闘しては、統制舎のカに倹つべき 所が甚

だ多い。職能別に依る建築関係の各種の努勝者は

頗る複雑で、i ! ; T  . 工場を中心とナる他種産業の1Jij )

傍に見られぬ特殊の事情を包蔵 し、就業地の移動

や、業者相互間の時勤もi ! ; T  ¥更に土工人夫等は

他積産業との出入の開聯もるって、是等の指導、

配置及賃金の統制等については、統制舎の如き強

力友統制機関友くしては到底行ふととが出来たい

また大工左官等の熱線を要ナる技能者の養成や、

是等努務者の維持保全も考へられねば主主らえ主い .

与事務者については食糧、衣服等も重要注問題であ

って. 是等陀闘しでは号事務報園舎等D 活動に侯つ

べき所も多いが、之を大局的K 指揮斡旋するは統

制舎に期待される 所である。買に土木建築関係努

務者の組織化 と、その育成魯護は業界の負ふ東大

1  11 



なる責務、ε 言うる。

統制舎の組j蔽; としては、統制曾の舎員? とる施工

業者と、各府J隊別圏髄に依て統括される中小施工

業者とを以て構成されるととになるであらう。直

接統制舎々員となる業者の激は屡々問題の種とな

る所だが、最近の基礎案として噂に上るものは、

業者数が相営多い稜に停へられてゐる、然し現在

主要工事の大方は50nr : f : 位で施工されて居る筈でる

るから、其程度の裁を遁営とし、将来合祉の統合

が可能なれば、理想としては 10位以内に纏まって

然るべきかと考へられる。

府J隊別園韓に属する業者の、施工範園を 、所属

府jj 係内陀眠るととは質献に遁し主主い、唯能率上之

を近接地方に限定するは理由ある所である。

土木建築統制舎の必要如何十亡就ては世間では比

較的閥心が少い様で、業者自身の中にも統告IJ 舎を

設けて何を需ナべきかを疑ふ者も多いと思ふ。筆

者も亦土木建築事業の統制の容易及ら' d " るを想像

してゐる、然し統制曾む如き園家的権能を有ナる

有力主主統制機関を以てするのでなければ、. 現在の

蹴脈主主土木建築を軌道K 乗せるととは不可能で、あ

れ之を一中心機関の指令の下に統制し、園家目

的の篤め遁切な措置を講じ、其の改善進歩を園る

は最も緊要事である。殊に土木建築に開ナる統計

資料の乏しい事は誠に遺憾主主次第で、‘ 年額数十億

闘に上る工事量を消化し、戦時圏家の重要使命を

荷ふ産業として、 E 確定E統計資料を献くととは.

諸積の施策の上に甚しい支障を生じてゐる。

業者の素質を明確にし. 費格を一定規準以上の

ものとして、之を完全に統括しE 臆時必安定主統計

を纏め得る友らは、‘ 土木建築統制舎の目的は過事

を主主し得たものと考へられる。

而して請負制度の将来を思ふに、施工の新盟制

は賃貸精算の方式に依るべしとするものもるるが

之に賛ナる者は少し各自の創意と努力とを促進

する上からも 、エ事の施工が今後と雄も請負に依

て行はるべきは疑ふ官余地がない。唯請負の制度を
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合理化す矯め陀最も必要ゑととは. 片務契約の是

正と 、不可抗力に依る損害む負機を解決するとと

でるる。永年の慣習と注文者の優越的便宜主義が

大勢を支配して今日に及び. 官聴は舎計法規を金

科玉僚として請負契約に封し奮套を墨守し来った

事が如何ばかり施工の進歩を阻害した事であらう

か、是等は此際速かに精算されねばならないと思

ぷ、。

私は最近 l亡、建築界の綿力の護揮は設計も施工

もー固とえ主るが近道ではないかと思ってゐるが、

かくてとそ建築界の金箱噛を奉げて施工の進歩に

貢献するを得、設計も亦異に施工と呼吸が合して

孟J切なものとえ主り、建築界は飛躍的設展在期し得

る筈である。( 之に闘しては近刊建築雑誌に拙文

を記した) 撃者は別として、建築家ナべてが施工

者たるの' 覚悟と賞践カを持ち、施工者は過去の営

業者たる観念を梯拭して、園家目的にｾ｜ｬ慮ナる態

勢を整ふる時、建築界は光輝に満ち、請負制度の

前途は頗る明朗とえ主るであらう。

何れにせよ将来の施工は、請負陀依る投機的妥

素を排除し、建築主と施工者との聞の片務契約に

基く因襲的翻; 念を一掃して、債格の遁正化を園り

一方には機械力を多分に利用ナるものたらしめね

ば、なら主主い。然し乍ら土木建築の請負は、本来他

積産業のま口〈、大規模お: 工場設備等を有ナるもり

で主主く、主として人的結合を基底とナるものであ

るから. 之が組織化と統率力を重要なる要素とす

るととに費り主主く. 之が震めには遁嘗友規模の企

業組織に麗るべぎでるらうし. 業界む向上進歩の

痛めにも正に斯くあるべしと思はれる。

組、は現下業界多事の時に首り、速かに土木建築

統制舎の設立を見、之をー持機として斯界が割期

的進歩護展の緒につかん事を切に希ふものであ。

る。

〔昭和18. 1. 7)

( 筆者は株式合置土島藤帝上長)



建 築 技 術 者 確 保 の 方 法

設 語

大東亜戦宰下第 2 年を迎へました。赫々たる戦

果只園民は感謝感激あるのみであります。本年と

そ、米園が生産力の偉大さを以て、反攻を敢てし

戦敗を快復せんとする努力が、見られるわけであ

りまナ。之に臆じ 、銃後園民は 、先づ戦力の増強

第ーに努力して 、閣陀報ひ主主ければならないわけ

で 、各職域は 、出来るだけ 、努力を師約して 、1-.1i

且つ以上の能率を穆げ 、かくして得た官余剰努力を

ば、戦力増強方面、造船方面に向けなければなら

友い義務があるわけでるりまナ。今更此庭に建築

技術者を如何陀して確保ナるかも 、官余 りに我国引

i'K的陀見え、時局下一見排へぎるが如くに見られ

るかも知れ友いのでありますが、良く貫際の生産

増強にしろ 、第-rc 、工場披張を、従業者の宿合

を建設せねばならぬし、叉一方、のんきに控へて

は居るが、防空施設も完全たりとは云へない。防

火改修にしろ 、聾だけで¥その質際となると 、官余

りに不徹底なるに驚かされるのでるります。かく

考へて来れぽ、建築技術者白不足を、他の産業同

様に首然の事として考へ、そのま与にしてをくと

と自身、戦力増強に 、生産蹟充 t亡、一大支障が来

ナととになるわけであ b まナむで、角度をかへて

或程度の技術者を確保し、備不足ナる分は 、能 率

の捨進、其他の方法により達成する様努力する外

はないと存じます。

建築工業の・生産性の低下は 、その原因は種々あ

る。資材の不足‘ 代用資材の使用不馴れ、資材の

品質低下、努務者の不足、精神的の不安、運輸の

硬差是、建築法規の複雑化、旬、 建築技術者の不足

等が穆げられまナ。特に技術者の不足の震に 、工

事を断らねば友らえ主い施工者も . 設計事務所も少

く友いわけでありまナ。然ら ば如何だして 、との

維局次切開いて行けるか、技術者の獲得はどうす

鈴 木 忠 五 郎

るか、技術者は念: 激には中々養成出来ない。 ょが、

出来るとしても 、肝腎友る鹿の人的資源がないの

で、るりますから 、非常に困難が伴ふわけでるりま

す。それに建築は他の戟力増強の一分子たる重工

業、造船工業の如くに 、優先的に 、割営を頂くま

でに 、認識されて居らない故ー居間難が伴ふわけ

でありまナ。

技術者を確保する方法には 、積極的方法 と消極

的方法 とありまナ。

一一積極的方法としては一一

技術者を量的に増員する方法であります。建築

技術者と云へば建築率一般を理解して、設計監理a

指導の出来る者を指し 、大工、左官、鳶 、塗工の

如き努務者は之を技能者と稽ナるととにして居る

一般の通念によるととに此庭はして考へまナ。勿

論、技能者の不足亦重大問題ではありまナが、之

は、他日に譲 るととにしま ナ。

量的に増ナ、 それで、なくても韓業、老朽及び死

亡等にて減員するだけの補充でさへ、中身容易で、

ないのに直接に 、積極的に増加する方法他にあり

や、耳寄りの話でるりまナc が考へれぽ出来るも

りでるりまナ。それは現在の生産機構から第二次

的に考へられて居る方面より、技術者に主主る希望

者を募集して教育養成する。然かも短期間た養成

して多少、不備、不充分はありませうが、兎に角

間に合せてやる、との意気で営って見るととにし

まナ。先づ第ーに、吾が人口の大字を占める女性

に向けて見まナと 、

1. 婦人の建築技術者の養成を先づやる

とれは一昨年、大阪心粛橋の婦人建築指導所で

試みにやって見たが、相首陀将来あるものと 見ら

れま す。只、女子は、勤務が短いから 、熟練を裂

する建築方・耐には 向かない。亦建築は侠梨、男 商
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資なんだから、女には向か友い。併し之は男が勝

手に定めた運命らしい。旋盤工にさへ女工が、女

の船長さへある。亦確か陀大阪には女主人む請負

業者がるり、天王寺の五重塔が建設された筈だ。

それに女だから 、不遁営は官余 P 時局否、宝E際に向

かえ主い。建築界全部が女に遁ナると 云ふのではな

い。その一部だけが適してゐ ても中身 、人的不足

の折柄、本問題の解決一方法たる陀、恥しくた い

わけでるりまナ。筆者は 、建築代願、小建築の設

計、積算、事務整理等K は、大韓向 く白では主主い

かと信じまナ。現に 、卒業生は、卒業後一部は業

界陀踏み留り働いて居られるから力強いわけであ

ります。

2， 傷痕軍人に再起奉公して頂く

輝しき戦果や赫々 たる武動を立て ι 名替の負傷

された、傷痩の軍人 Ic再起して、建設工業陀再出

漉して頂〈方法が解決の第二案と思びます。傷捷

軍人の内陀は 、入管前大工友り 、左官主主り 、技能

工として働いた方もあれば、亦、中等感校を卒業

された方も少くないのでるります。

それ陀箪陵生活、軍陵式のかの指導統制力はごか

くも下士官となられて 、一度指障された方であれ

ば、建築現場の技術者としては好都合なのであり

ます。筆者は 3 年前より、之に従事して居 b ま

ナ。傷痕軍人の職業補導所は園立 としては東京、

大阪、小倉l ' C ebT ，善が閣を大躍 8 分しAて、その

直剖内の方々を牧容し職業教育をして居ります。

倫各府! 隊又は市立のものもありますが、只建築技

術者の養成所としては金歯唯一の園立傷痕軍人大

阪職業補導所建築科があるばかりであります。目

下40有除名を牧容して教育して居りまナ。修業期

間1年字、 3ヶ月を l 期として6期卒業に君主って居り

ます。 1 期は主として普通皐 2 期より 6 期まで、

専T'J 彩、 iJi lJ 量買習、製闘賞脅 をさせ 、教授内容は

甲種中等程度の工業率校注目的と して居り ます。

卒業生も今や50有除名を出して居ります。主とし

て現場員をと養成しましたが、講員舎は勿論、設

計事務所、官臨方面にも就職して居りまナ。よく

聞に合ふ、異面白で働くと云ふので、重資がられ

て居りまナ。今まで、は極めて表面に立たす= 、地1¥-1、

Ic 沈献を守って 8 ヶ年を経過しました。その経験

より建築技術者たるべく傷痕軍人を再起委主育して

，， 4  

之に営てるととに何等の障害がないととが鵠験付

けられま した。出来るたれば史陀之を搬充して 、

1 年後りで充分養成出来るのでありますから、念

場を救ふ策として 、建築業界の積極的の後援を期

待ナる所以でるりまナ。

3.  技能工の優秀なるものを短期養成して技術

者たらしめる法

之は最も良い方法であり 、亦良く聞に合ふもの

ではるりまナが只、月牧の開係でどうかと思ふ。

併し大工 4 ヶ年以上修業したるものを費格として

一定の考奄をなし、之を入所せしめて 1 ヶ年長く

も や れ 少 け れ ば 6 ヶ月位で卒業させて、技術者

として門塗を友さしめる様た方策も良いとは思ひ

ますが、只さへ技能者の不足の折之 l乞拍車をかけ

る按で推ー継しかねる名案であります。

4.  一般の畢校の建築科の生徒を僑加して募集

する方法

専門暴校、大泉では大腿倍加して募集して居り

ますし 、術年限を宇年繰上げて 2 ヶ年宇で、卒業と

云ふととで、、どしどし養成されて居るから来年度ー

来々年度からは相首に割嘗は多く主主るものと信じ

ます。只中等挙校は設備の閥係で、そう簡. I ' C 出

来かねて居りまナ。生徒を多くして技術者を地ナ

之は常道であります。之では念場の聞に合は主主い

わけで以上他法を奨めたわけでるりまナし、之亦

筆者のF霊験で、、自信の言うる庫、今後の御支援を臥

ひま す。

ー一- i 餅亙的の方法として一一

之は技術者自身の量を増すのでは主主く、必減員

しでも、術其れ以上の能率を穆げ、 建築工業の全

生産量を 昂揚しゃうと云ふ虫の 良 い 案 で あ り ま

す。

1. 技術的の合理的使用

技術者を安寅りし君主いと云ふ と轡な犠I ' C f片lえる

かも知れ君主いが、技術者む市釦ドヰが2かいため、むもな

い? せうか? 技術者で、友く ても 出来る。何 等技

術陀無関係の様念、甚だ馬鹿馬鹿しくて、技術者と

して出来ない様主主地位に技術者が絶針居らな い様

に、合理的に使用しさへナれば相営技術者の不足

は解消するのでは友いかと 思ひま す。中陀は人の

前に 、自分の仕事. と持出されない様君主事をし ℃居

る 人も あるゃに 附いて居ります。 中には字分技能



者の様陀、中は全く事務I ' L t;l: り、亦女子供でもや

れそう念事に使用しては居らないだらうか。かく

考へて来ると、技術者の偏在の詩に 、 との現象が

起るのではないか。経済から見れば之も ニI 1: むを得

ないかも知れないが、、技術者的見地より再検討さ

るべきものと信じます。質際施工方面官臆方面に

しろ、技術者でなければ、絶封に成立 し友い場所は

そう多くあるものとは信じられ友いからでありま

す。

2. 技能者の技術を向上せしめよ

技能者の向上を計る。技術者ーと協力出来る様に

なる地位まで向上せしめたくては建築業の質際界

は永久K 向上はし怠いと信じます。技能者・の指導

監理を容易にし、手聞のかムらね様に進めなくて

は施工質際の能率は永久に穆がらないも のであり

ます。

技能者は激育しさへすれば容易に技術者になれ

る素質否基礎があります。大工は特に然りで、‘ 椋

梁を少し角度を嬰へれば、技術者となる。現に技術

者ーの仕事を一部して居るからでるります。技能者

の向上之は中々むづかしいものでありまして、之

を下手に教育すれば技術者に早慶りしてしまふ故

それ? は何にもならないので、技能者として、技

術者の内容を良く了解して、その代理が出来るま

でになら友ければ友ら友いのでるりまナ。併し之

は只E互に教育するととによ b到達出来るものでは

なく 、組織、機構をかへねば駄目守護うると イ言じま

す。 1 人の技術者t亡、長くその下に技能者と tして

働いてをれぽ、自然に技術者の無心、性質亦その

技術内容も諌むととが出来、案外容易に、その指

導に手間入らす= に、良〈仕事は運ぶものでありま

ナ。尚之友くも経済的に協力する様に出来て居れ

ば出来るものでるると信じます。その機構は後越

するととにします。

3. 施ヱの規格規準を設定せよ

資材は少い. 努力は少い。だから、! J ，. ' い資材と

よ} ' い努力で能力を倍加するには、規格化の外には

ありません。自由主義時代の個性の過渡の待重は

考へさせられます。屋根にしろ、建前の桂の切組

でも一定してをけば、ーに現場で説明 し放くて梢

みます。左官にしろ、モルタノレ塗なら刷 毛引き、

調合は 1 :  3 としてあれば、そのま与で行けます。

一例が商事その様陀行くととにより、闘面がその

まム仕事1 ' L t ; ; : る。資材の好みも出来ないのだから

能率は穆げられると思ひます。

一日も早く設計家の歯髄では駄目だ。施工図慣

でとれだけ幾種少い程よい。木造なれば 8 積位の

仕様を完備して 、それ等の外はやらない。特に希

聾すれば、倍額を請求ナモ伎に 、建築界も権威あ

らしめたいものであります。現在友れば断行すれ

ば出来そうであります。

4. 施工機構の一元化

施工機構の一元化、之は請負業はその曾社内に

施工設備の外に書事務者をも祉員として、現1 f . の技

術者同様にをくととを意味するのでるります。之

は理想であると信じます。現在浩船所はその機構

で、職工は木工又は鋳ヱとして、合祉の雇員で、

他陀は働きに出かけ泣い。造船所の利谷は引いて

自分逮職工の利径となり、日給の昇給となり、賞

奥となり、亦退職手首の一部に積立てられ、更に

厚生の資金と友ります。然るに建築事業界はそう

ではない。設計監理する方と施工に従事する請負

業者とは一睡ではない。従来反劃の立場にあった

かにも考へられたのであります。

亦施工を引受ける請負業者は之を亦下請負業者-

K 其の一部を受けさせて居るが、その下請と木請

とはー韓ではなく 、全くの別粧摘でありまして、

一方の利錠は、他の不利待ともなるわけでありま

ナ。下請は亦正その努務者t亡、その作業を引受け

さして居るわけでありまナから設計監理するその

範囲は、前棋の勢務者にまで及ほ・して監理しゃう

とナるのは 、いさ L か門外れの感がるるのは営然

で遣うります。だから監替、下請、勢務者とも、時

κ 技術研究の詩k 己を& : しうしてまで熱心に努力

ナる機構陀主主って居らえ主い。此庭に建築そのもの

の大進歩が見られ友い黙が少く友いのでありま

す。之加現場の機械化を妨げる大原因J亡もなりま

すの

最近全閣陀苦手務報園舎 、 ｾｰ ち務報が創立され土

木建築業者は此廃より努1考を受けるととになると

居、ひます。併し、害事務は統制され、組織されたも

のでないと 、他の工業の様に建築業は能率を考証げ

る乞とは出来ないと思ひます。

筆者は作業請負をする技能者の集りたる労務合

5  11 



紅がtl1来友ければいけないと思ふ。

本請負業自腿が努務者まで. 枇員とするまでに

努務者の生活保置が出来ないならば¥技能者自障

の舎舵化、 相互舎位式のものと して出張すべきも

のと信歩る。本請の下にとの舎祉が隷属 したいも

のと思ひまナ。

本作業請負合枇は、勢務請負、主と して作業請

負、手聞の請負をする。大工友れば、大工手間だ

けを請負ふととになります。左官なれば左官工事

を之は在来材料まで持つとナれば、そのま L 左官

請負をすると云ふととになります。本合祉は他の

合枇同様、勢務者たる大工又は左官の技能工を枇

員又は雇員と して、 日給で支梯ひ、持務手i阪を保

有し 、他陀自由に手間請仕事をさせ友いととにし

ます。従て 、合位員同様、やがてJ祉員に役員に友

り枇長までも萱り得るととにします。亦枇員とし

て賞奥も 、配常も 、退職手首も債立もするととに

します。亦時局下、月給の一部を以て貯蓄させる

制度をとります。

かく ナれば各大工 も舎祉の篤なれば大いに敢闘

所 張 出 阪 大 社 曾 式 株 幕 暗 j也

容五一九六( 61) 川豊田話相E 地ｾ二四日 了 三 温 上 江 ｉＡｩｬ南臨商 市 阪 大

番九八υ 七( 56) I ! 'i':ぉ電 地客三目丁ー抵i Rl l "f 橋京市恨束尉: 木

1 1 6  

するととになる。やがて昇給 も賞奥にも 亦 配営に

も大関係あるからでるります。かく ナれば技能工

の人格 も技術 も向上するし、亦仕事の結果は作業

請負舎枇自 鰹が責任をもっ故次第に 向上します。

随て技術者の手撒をよ}'く し得ると共に 、時陀は作

業舎祉に代行せ しめるととも可能 と友りますから

技術者の負携が軽く友り 、技術者の消極的の確保

が出来ます。

結 び

技術者は女子に 、傷痩軍人の再起に、建築施工

界を合理化して聞に合ふ様にして 、積極的に施設

を充貸して時局を突破 したいと考へまナ。

備一方施工界の請負業の下に作業請負合粧の強

大なる大資本のものを作り 、技能エの生活を保詮

するととの出来る機構を 作 D、その下に徒弟も聾

成し、技能も向上せ しめて出来るだけ技術者の手

監を煩はさすコ 、出来れば代行し得る様にして木問

題の解決案としたいと 思ひま す。

昭和17. 12.31脆稿

( 悠者は大阪府 立 今 宮 第二工業製校建築科長)
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建 築 技 術 者 確 保 の 方 法

大東車車戦下に於て、御稜威の下、皇軍の比類

なき戦果と相侠って、建築界に於ける技術者をと如

何にして確保すべきかは 、頗る重大君主問題となっ

て来た様である。そとで、、私は建築技能者中の大

工に就て、耳 ｾｰ か所見を並べて見たいと思ふ。

現今建築工事陀携る者の内で、、大工業者程多面

に亘って必要主主技能者は少なからうと思ふ。従て

大工業の確保と調ふ事は、私として無関心であり

得友いのである。私の調査統計よりして案歩るに

大工業を営む者が年々減少の傾向がある様に思わ

れ誠に寒心陀堪へぎるものあるを痛感する毎に、

憂慮すべきは現今の大工業の持つ技能素質たるや

先輩の其れに比し、見劣りのするのは誠に残念で

ある。自由主義経桝の富余波を受け、天業の自傘心

を失ない利潤第一、技能第二、従て人格の低下等

ゐして知る可しでb る。言いかへましたならば、

現今の大工自身は、生活の爵めの技能でるって 、

懸る技能陀は進歩研究設展等はなり得ないのであ

るから 、 自己職分をー誠に程度の低いもの L 様に見

て居る様でるる。然し現今の業者の中でも、相営

危立i辰左足人が居らる L 事。も私は存じて居る。そと

で、私は 、大工業者の何者たるやを、よくよく認

識さす事. に余幅む力を傾注せねば君主らね。

集閣の大Z首御降紳の際にふまつろわね者共は

るった。とのまつろわね者共を 、肇園の日本精紳

に蹄ーさせ給へ、然らざる者には御慈愛の鞭在御

輿へになり、其結果として破懐が行われ然して建

設となったのである。とれが紳武の御霊業であ

る。然も御聖業御完途記念式典を御即位の地橿原

にて行はせらる与に方り 、共式場の御造営の御用

は、聖業御完建に減私的泰仕した我等業組に仰せ

付けられたのである。其方が建築業の大組の御孫

f L1- _ / ると舞踏し 、何た る光祭であろう 、叉感激ぞ

今も私の aむの底に事・4手に浮び出づる業i i 1 且の祭器喜と

神 阿 費 之 助

偲ばざるを得ないのでるる。認に思を致ナ我等大

工業者の感謝感激でなけねばならね。降て飛鳥朝

時代文化を御造りになった聖徳太子様は、特陀私

達業界諸職の司だと仰せられた。連綿的雲上の御

讃詞有り難い極みで、あ'る。私は現今園際情勢から

して、大東i l l i : 聖戦下に於て一億一心陛下の赤子と

して、各々職別の特性を登揮し、文字通り滅私奉 公

の秋であるから 、決して大工業者の誇を殊更陀大

に叫ぶもので、はないが、案歩るに 、欧米の文化の

来らぎる時代に於て、大東亜. の文化が建築を土蓋

として考へ られた時代があったのではなからうか

それには私達建築者祖先の御関陀俸げた業績に 、

深く思ひを致さえにけねば主主るまい。

現下K 於ては何業者を聞はすヘ赤誠のさを幅を聖

戦に御供へせ主主ければならねのは営然の事であ

る。

私達業者の衰退が高がー今次聖戦目的完途に支

障でも来た様主主事がるりとするならば、それとそ

大礎である。祖先の遣業陀、取返しのつかぬ汚黙

を印する事に主主りはずまいか。そとで、私は業者

自身l亡、天奥停遣の建業技能業者たるの本分を認

識せしめ 、自 傘心の高揚K 努めなければ友らぬと

思ふ次第である。とムから生れ出づる頭梁を期待

しして止まねのでるる。其頭梁とそ、建築文化の

前駆者たるのみならす君、 白木精神の推進員と迄に

自覚自持参さ L 友ければ友らね。此庭陀於て、私達

業者の大砲、手置帆置命彦狭知命中阻聖徳太子の

御意に通やる事になれとム迄導て参ら友ければ

なりませね。近来喧しく云はれて居る建築技能者

確保問題ふ自然解決が出来得るものと 思ふ。親

が祖先の業に感謝し 、子孫に天奥光祭の業として

傍ふる K は、否、体へる様にさナのには、指導者

1lt f L 建築企業者諸君の職能に釘ナる格別の御理解

によれ御鞭遣を望んで止まない次第であるの

皇紀2603年元旦

{ 策者は大阪府大工業主日合聯合合常務f 1ti :t許〕
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建 築 技 術 者 確 保 の 方 法

輝かしき大東亜戦若手1第二春を迎ふる K 営り 、貴

重なる紙面を奔借し銃後を守る我々手傍業者とし

て、喫緊の建築界技術者む確保方法に就て愚考の

一端を申漣ぶる機舎を得ました事は、私と致しま

して誠に欣快とする鹿でありまナ。

方- 設とし先づ第ーに我等業者が現不E使用して居

る、所属努務者の移動防止でるりまナ、此れは既

に苦手務手帳法、従業者移動防止令又は昭和16年12

月 6 日公布されました勢務調整令等比依り表面上

幾分初期の目的を遼せられたるかの感があります

が、憎むべき敵米英の自由主義思想、が未だ根強く

浸透して居り 、私利私欲追求の矯め異動ナる者が

術数多くある現燃である。然しとれは努務者ーのみ

が悪いのでは主主く 、其の責1の一端は我々事業主も

負ふ可きである。此れを明朗化し現下の政府要求

ナる態勢に即躍する民は我闘停統の温かい家族主

義を生かすにあると思ふ。

苦事務者は事業主を扶けて呉れる良き協力者であ

り、叉兄弟、子供である。努務者が幸ひなる時は共

陀喜て人不遇主主る時は共に悲しみ脚まし合ふ此の

共栄精神、日本人特有の犠牲的精紳を以て苦手務者

十亡接ナるならば、彼も同じ血を享けた日本人であ

りまナ。必歩や私欲這求の篤め 、移動すると云ふ

様友悲しむべき妖態は自然に解決し、技能。の遁E

聞置に依り産業能率は倍加され、明朗怠る気持を

以て作業に従事する友らば負傷等も著しく減じ人

的資源、活用の折柄期して見るべきものがあると自

分は同く信やるのである。法より真心が肝要で、あ

るの

第二は技 術者の養成並に養成後の確保である o

現花土木築建技術者たる我々事業主並に労務者

は、平均年齢40才以上にして 、元気一杯の青少年

JJ 8  

日 比 嘉 男

居入に依ては、既に青少年鹿入制限令等に依り、

其の雇入は極度に制限せられ、建築技術者の養成

補充は目下の欣態では甚だ困難で、ある。我々の職

の技術 とし建方( 家の組立〉 、曳物( 直霊整理等K

{1i" t J 家屋全糧を移動する作業〉 、揚前ぐ地面低きた

め水害等よりさくるだめ家屋全悼の位置を高くす

る) 、屋根の漏り修繕等D 作業は相常熟練を要し、

少くとも、是等技術の養成には8年内五5年は充分

か L るのである。尚現在の物質不足借家難の折柄

物資愛護史生の意味に於いても、我々手停職の職

責は誠に重大で、あれ又必要でありまナが、先に

蓮べました如く背少年雇入制限令、異動、特業、

年配者怠る震に 、死亡率の高きとと及徴用等陀依

り年々技術者が減少しつ L あり 、I見棋のま ι 駅 過

する主主らぼ、我 k 建築界の将来の需誠K 憂慮ナベ

き事態、に逢着せんやも計り難く、此結我々の指導

機闘である関係官醸の菩廃を望む次第である。尚

一考を要ナる事は建築技術者陀官吏、合位員等の

如き退職金其の他昭利施設、老後の安住の保詮が

なく、確たる将来の希望Ｚｾきため 、 往々にして悲

惨なる末路に到る者少なら歩。是等技術者に封し

我々事業主は各警察署車位叉は指導所別結束企業

合同を放し 、幅利施設を設け 、技術者の老後の保

詮優遇確保を致す可きでるる。

養成に劃しては、現吠のま与にては唯築として

のみ考へらる L 可きものにして、組合に於て費用

を撚出し短期養成所並宿泊施設を完備し、技術の

指導は感識経験豊富君主る者を泉課教師に選び、約

3ヶ月聞を皐課期間6ヶ月を責習期間とし、質習期

には組合員の希望に依り 、直接現場作業陀営らし

め手常を支給養成期眼を終了したる者は、泊宜組

合員の所属技術者として 配 置を友す ｾｯ i福利施設は

前速の通りとす。以上を以て建築界技 術者確保K

就いての私見を終りと致します。

昭和17年12月21 日記

( 筆者は大阪府土木建築手偉業組合聯合合身長)



建 築 塗 装 の 新 情 勢 に 就 て

私は不鍛え主がら現に き食料統制協議舎委員 の席末

を汚してゐる関係上、塗料の生産及其C 流れとい

ふととに就ては若干承知して居りまナ。震に、私

の専門である建築塗援の将来といふととについて

は、少しく考へる所もあるのでありまナが、まだ

時期的に趨ったも のを 持ち合せて居らんのであり

ます。

班、は明治30年 ( 21歳〉まで. 漆主主援に従来して

廃りましたが、その前年乃ち 29年頃からは彼の日

清戦若手、の大勝利によって粛らされた、所調戦勝景

気が劃j機と主主つて、我闘の事: 物がー脅し一大進歩

の途を辿るやうになり 、従って、建築界にもとの

傾向が多分に生れて洋風の建築が次第陀輿り、自

然ペンキ費負装が流行し出したので漆塗援を棄てム

ベンキ像装に鞍替した弐第でありまして、爾来賓

に40有 6 年、との約半世紀の聞には幾多の痩還は

ありました ー が、今度のやうな大痩革には遭遇

したととは君主く、全く劃期的主主ものでありまナの

で、 ζ れを名づけて超唆革とでも申しませうか。

然らば、 との超境草に遭遇した一高φ業者は、

如何なる態度を執ればよいか? 愚見と致しまして

は勿論愈料関係か ら所謂新情勢に乗り出し、新規

の態勢をとらねば友らぬと考へるが、我業界にも

昔と遣って、今は新進有震の人も多重量にあり、そ

の人々の聞には既lてそれK 劃ナる態度も出来てゐ

るかも知れないし、又出来るのが営然である・…・ー

といふのは 、 との行詰ったー・・ーといふよりは、今

や 「光は東方から」即ち我皇圏が世界に掲げる繁

明= 世界維新といふ大光輝の下陀方て、我々がど

うして眠って居られませう/ とムに大活眼を開き

所謂世界維新の園是に順臆して、我等も一新生命

亀 谷 開 作

を拓く、とれは我々の義務であると共花、叉責放で

どもあります。そとで考へねば、主主らぬととは現

t伏陀於ては、塗料が非常に携底してゐる。その少

い塗料で¥叉新らしい色々の不朗| の塗料を巧にと

え主して、それに依って有数に作用せしめるとれが

一つの技術である。その技術を護揮するには、我

々業者も差しづめ有力主主研究機関ｾ浩り、との機

闘によって

( イ〉園家の意間、( ロ〉関家の準度( 殊に経情、

文化的方面〉、( ハ) 祉重字紙勢、 く= ) 建築界の事

情、( ホ) 塗料鰍告、就中供出欣況、( へ) 新塗料

に依る新塗装法

如上のもむを、遁常に研究運用し、 とれに依て

来るべき繁明期の建築塗援に活用せぽ、始めて皇

園日本の新建築塗裳が護明成生され、一時期を劃

するとと L 君主る課であります。勿論、とれには塗

料製造者、建築主並陀 、建築請負業者ともよく協

定し、殊l亡請負業者の民撃な協力を得て潟さるべ

きととは申ナ迄もありません。即ち防室、防火主主

装は元より、健民、文化其他の主旨を糧し、叉経

荷主主接J l . pち比較的少量の? 食料を用ひて庚菌積を主主

るとととれ等も今後必然的に行はねばならぬ情勢

にあり、とれ等を綜合したる新主主装法が即ち新建

築像装とや申すべし。

向最多り陀製造業界に封ナる一つの希望なるが、

今後は出来得る限り闘策上圏内に於て生産する原

料在以て、新情勢的塗料の製造に鋭意せられた く

それには出来得る限り塗装業界の研究機関、又は

遁常君主る業者に交渉をもたれ、濁り製造業者のみ

の考案に止めざるやう圏家的君主方法を執られる主主

らぼ幸と存じます。( 筆者は亀谷塗霊童官k 主)
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大 阪 府 に 於 け る

建 築 用 物 資 配 給 に 就 て

大東i l l i : 戦等、は一面戟守一面は建設だと言はれて

ゐる。との南面が共k 陀順調に進歩してとそ長期

戦に勝抜く事が出来るのでるる。

絶針l ' L: ij 家たえ主くては主主ら主主い此の大戦争に寄々

建築に職を有する者は建設の分野陀於て戟綿の兵

陵と費り主主い心構が必要で、あり. 又戦線の兵隊と

餐らない責任が者Eるのでるる。

大東軍戦争始まって此鹿11: 1 年を経L 支那事費

より 5 年を経過せる今日一般民需物資の需給に或

程度の困難を来してゐる事は止むを得友いととで

あらう。一般建築用安材も亦或る程度の制限を受

けるととは営然のととと言は怠ければならない。

此の建築資材の制限下に於ても放を相首む速度で

建築物が空地を埋めて行く現献を見る時力強いも

のを感じる次第である。然じ一般民需用建築物資

が戦前に比し或は久 8年前に比較しでも相常減少

してゐるととは事責で在る。此のととを以て唯: 不

足を歎き聾を大にすべきでは友い。いかにして不

足せる資材を生ナか、如何にすれば合理的な資材

の配給が出来るかを静かに考へて見るべきでは注

いだらうか。生産者、配給者、受給者各人が一間

とえ主つてとの不足せる費材を最も有効に圏家目的

陀合致する様真剣に考へ主主くては主主らない秋であ

る。配給機構の整備と、受給者の心構と、建築技

術者の技術的協力と相待って各製造業者の献身的

左足協力を求めなくてはならない問題であらうと思

ふ。そして配給営事者は各部門に劃する配慮と遁

切果断友る鹿理により綿ての問題を敏速陀僻決す

べきであるととは言をまたない。

受給者を初め此の資材に手を簡るム者線てが安

材に酎し感謝の気持と、闘家I見平Eを認識して出来

得る限りの節約と活用が望ましい ζ とである。

配 給 機 構

昭和15年 G月14 日の建築用物資地方配給統制機
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卒 山 琴 治

構の整備に関する商工次官よりの通牒の一部抜奉

を穆げて見ると

「事費以来建築用物資ニ付テハ使用制限或ハ配

給統信1 ] ノ形式= 於テ箇別的統制質施相成候廃物

資需給ノ逼迫セ J レf伏況= 鑑ミ道府廊割常物資=

付テハー暦配給ノ遁正ヲ期スルノ要アルト共=

漸次統制物資ノ増加ニ仲ヒ各物養ノ i被行的配給

ヲ 是 正 シ 以 テ 各 物 資 ノ 有 効 利 用 ヲ 計J レノ要之

有」中間告「建築用物資= 付其ノ配給ヲ法令= 基

ク建築ノ許可、認可等ニ開聯セシメ叉法令ノ遁

用ナキモノニ在日テハ工事事責ノ確認ト併行シ

道府腕割常物資量ヲ規準トシテ貴管下= 於ケル

緊念ヲ要スル建築計霊ヲ厳選ノ上之= 必要ナル

物費ノ遁量ヲ綜合的= 優先配給ス/ 1 . 篤メ建築用

物資ノ一元的配給統制機構ノ整備並= 之ガ運営

= 開シ格段ノ: 御配慮相成度此段及活牒候也」以

下 略

以上の通牒に臆へて地方建築用物資配給統制協

議舎が成立されたのである。大阪府に於ても大医

府建築用物資配給統制協議が成立された。次に協

議舎の規程を穆げる。

大阪府告示第一三六七抜大阪府建築用物資配給統1 l i 1J

協談合規程次ノ遜リ定ム、昭和 15年 9 月6 日大阪府建

築用物資配給統制協議舎規程

第 1僚 本協議曾ノ、大阪府下= 於ケノレ建築用物事告ノ綜

合的配給関整ヲ行ヒ且物費需給ノ適豆ヲ期スノレヲ目

的トエ

第 Ｒｾ 条本協議舎ノ、大阪府建築用物資配給統制 ｪ 協談合

ト稀ス

第 3 {I際 本協談合ノ事務所・ノ、大阪府翌年察部建築課ニ寵

F  

t事4 {I際 本協談合ノ、大阪府絞済部、r法要員部及事務部関

係官並= 大阪府下=於ケノレ土木建築業者ノ組合代表

者J ; k. 令長 ノ委泌 ν タノL 者ヨ P 成ノレ協議員ヲ以テ組織

ス



第 5イ阪本協議曾ノ; 事業次ノ如シ

1回大阪府二割宮アリタノレ物事豊中建築= 封スノレ剣賞二

関スノレ連絡協議

2.商工省ヨリ大阪府= 叉ノ、大阪府= 於テ建築用トシ

容11' i 吉アJ ) !;I ノL 物事奇ノ配給ノ方針= 関スノレ連絡協議

3. 建築用物資指定二関スノレ連絡協議

ＴＮ 建築用物費制笛鐙明苦書Ｏｾ袋行］関スノレ連絡協議

5 建築関係物資統制圏健トノ連絡協議

6. : ! t ノ他建築用物資/ 綜合的配給統制= 必要ナノレ事

主買= 関スノレ主主務協議

第 6傑 以 下 略

以 上 の 配 給 協 議 合 が 府 下 の 建 築 用 物 資 の 配 給 統

制 を 一 手 に 引 受 け る と と に な って 居 る の で あ る が

未 だ 建 築 用 物 資 の 綿 て を 扱 ふ 迄 に は 至 っ て ゐ 君 主

い 。 現 在 扱 っ て ゐ る も り に セ メ ン 人 釘 . 補 強 用

金 物 、 錨 鋼 、 銀 線 、 網 入 硝 子 、 銀 板 、 カ グ ラ ス タ

ー 及 び ス レ ー ト 、 板 硝 子 等 が る る 。 之 等 に は 割 営

詮 明 書 或 は 物 資 指 定 書 を 交 附 し て ゐ る の で あ る 。

近 い 将 来 木 材 や 耐 火 木 材 或 は 煉 瓦 、 瓦 等 陀 も 配

給 統 制 を 質 施 し な く て は 友 ら な いi伏 態 に 有 る と と

が想像される。

先 づ 現 在 配 給 品 目 中 セ メ ン ト の 配 給 に つ い て 謹

べ る と と に す る 。 セ メ ン ト 配 給 要 綱 た 依 れ ば

「地方長官之官官」

1. 商工省ノ、毎月 15 日迄= 地方長官= 針シ主主月= 於ケノレ

ヨた= 掲グノレ用途別供給量u置ヲ沼知スノレコト

( イ入市町村〔東京市、横波市、名古屋市、京都市

大阪市] J { 紳戸市ヲ除ク) ノ; 事業タノL 一般土木建築

工事用

( ロ〉、農林、蓄水産業用

ゃっ、 1 月ノ剣蛍鍛量15魁以下ノ一般土木建築工事

用

( =. ) 、- I D! i 以下ノノj 、口版頁用

2 縦方長官ノ、毎月 15 日;迄= 前統ノ用途別ノ需要申告審

(  1随以下ノ小口販賞用ノモノヲ除 j l ) ヲs サシム

ノレコト

前項ノ需要申告ノ、市町村 ノモノ ヲ除キ卸頁業者叉

ノ、小質事業者ヲ経由セシムノレコト

3. 地方長官ノ、第 III虎ノ通知= 主主キ翌月分ハ各制嘗霞明

容 7 作成ノ上之ヲ毎月 25日迄= 共販合置土/ : 支底叉ノ、

出張所: 送付シテ指定受渡人ノ氏名名手露2土佐所並=

引渡場所ヲ記入セシメタノレ後之ヲ需要者二交付スノレ

コト此ノ; 場合= 於テ共販合軍土ノ; 支底叉ハ U: l 張所ノ、指

定J t 波人二重すシ劇賞護明書ノ交付ヲ受ケタノレ者ノ氏

名名手露] J { 住所並= 剰省軍主意 7 遁知スルコト

4.需要調査 ノ簡易化及販寅業者取扱重量量ノ公平ナノレ決

定ヲ園ノレｾ卸 ｅ 買業者ヲシテ可及的主主府県系ヲ一地区ト

λ ノレ商事業組合又ノ、地方共販舎帝土ヲ組織セシ メ之ヲ; f i J

F司スノレコト

5. 小夜業者ヲシテ可及的商業組合ヲ組織セシメ 、組 合

ヲシテ組合員 ノ} 坂東軍主ft 7 " 決定セシメ之ヲ前銃 ノ卸

商業組合若ノ、地方共販曾鮭叉ノ、共販ノ支底若ノ、出張

所= 遜知セシムノレコト

6. 共販合前土地方長官ノ後行スノレ制官澄明書= 貰渡人ヲ

記入スノレ場合= ノ、可及的勝入申込取扱販資庖 7 指 定

スノレ様考慮スノレコト

「失懸命罰士之節」

7. 商工省ノ、毎月 15日迄= 共販合軍士= 封 ν 翌月 = 於ケノレ

用途別販J I : 敏量( 地方長官ノ制官官設拐容重量行= 係ノレ

モノヲ除 P ) jf_ =. 第 11 : 買ノ選持層系別販夜. 量ヲ共販

合軍士= 沼知スノレコト

8. 共販合軍士ノ、商工省ョロ別段ノ: 指示アJ ) ? ノレ場合ヲ除

クノ外前披ノ用途別販質重量定= 霊サスノレ比率ヲ需要者

ノ査定購入申込書tlt=. 祭ジタノレ積重量ヲ以テ需要者ノ

剣笛敏量トシ之= 相官 Z ノレ剣嘗鐙明書ヲ王監行交付ス

ノレコト

9. 共飯合経ノ: 指定スノレ閤鰻= 加盟スノレ者= 針ス ノレ剣蛍

ノ、部j! 虎= 依ラス商工省ヨリ遜知シタノレ割舘数量 7 指

定劉俊= 通知シテ加盟者間ノ: 劇賞案ヲ作成セシメ之

= 基キ制官鐙明書室主ア愛行シ笛該指定図鐙ヲ級由シ

テ笛該図鑑加盟者タノレ需要者二交付スノレコト

10. 第二種箪需及充足箪需= 封シテハ共販合最土ノ、陸海

主主ノ後行スノレ設明書書ノ交付 7 受ケタノレ後之= 相賞ス

ノレ劇賞麓明書ヲ雪量行シ之ヲ笛該鐙明書室主行隠 =主主附

スノレコト

第一緒軍需= シテ務負= 封シタノレモノ二付テ J 、前項

ニ依ノレコト

日共飯合前士制笛盛明著書ヲ霊童行シタノレト キノ、遅滞ナク

指定資渡人= 封シ符j官憲明書ノ交付ヲ受ケタノレ者 ノ

氏名名稼及住所並= 事j省軍定量ヲ通知Jえノレコト

大骨量以上の配給要綱により取扱ってゐるのであ

る が 大 阪 府 に 於 て は 市 町 村 用 は 建 築 課 が 査 定 し て

指 定 蓄 を 殻 行 し 之 に 基 い て 商 工 課 が 割 営 費 明 書 を

交 附 す る 。 農 林 水 産 用 は 建 築 課 が 査 定 し て 指 定 書

を 蛮 行 農 林 水 産 課 に 於 て 割 首 誰 明 書 を 交 附する。

そ の 他 の も の は 建 築 課K 於 て 割 営 費 明 書 を 交附 す

る の で あ る 。 其 の 他 共 販 舎 祉 の 部 に 属 ナ る も の も

共 販 会 社 指 定 国 盟 加 盟 者 の も の 叉 は16題 以 上 の

もの L 査 定 は 建 築 課 i乞 於 て 査 定 を な し 指 定 書 を 交
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附してゐる。

次にセメント割蛍詮明書強行要綱をあげる。

「セメント劃常陸明書室主行要綱」

1  . 地方長官ノ! 夜行スノレ透明書ノ J範園ハ次ノ ;ili Y トスノレ

コト

市町村 t東京市、模? 貨市、名古屋市、京都市、大阪

市及紳戸市ヲ除? 7 ) 耕地里整理組合、水別組合、漁業

組合、書E産組合l J < . 森林組合= 鈴λ ノレそノ及| 月 ノ劃j

宮古重量:1: 15題以下ノモノ、但シ共飯合舷ノ愛行スルモ

ノヲ除 P

ＲＮｬｴ 渡人ヲｾ］スノレコトヲ要 ￃｊ レ場合］ハＮＮ渡人毎］

制笛鐙明書ヲ溌行スルコト

3. 共飯合耐: ノ後行スノL 護明書ノ純問ノ、次ノ泊リトス ノL

コト

地方長官ノ後行スノレ以外ノモノ侭 シ第二稀箪有者ノ

充足j t : 需若ノ、セメント製品用= 腐スノレモノ並= 共販

令最土ノ; 指定スル酪健二廊スノレモノ= 旗日テノ、 l 月/

剣1aIt : l : 15Wi 以下ノモノモ合ム

4. 剣笈燈明書ノ記載= 際シテハ剣悠; 月欄ト有効期限欄

トノ月ノI ! e. 餓ヲ 一致セ シムノレコト

5. 剰笛澄明書ノ通用区域ノ、地方長官後行ノモノ =; tE Y

テノ、舘該賛行漉ノ管轄区域= 限ノレコト

6. 制笛隆明書ノ交付ヲ受ケタノレ者ハ曾該登明書ヲ指定

資波人= 交付シ契約書ノ交附ヲ受ノレコト

7. 購入者有効期限内= 指定販賢人= 剣食燈明書ヲ呈示

シ契 約書ノ交付ヲ受ケサノレトキハ御 ｕｾ 首鐙明書ノ、 ｹ ノ

効力 7 失 7 コト、コノ; 場合= 於テ購入者ノ、無効トナ

P タル食言葉剣笠置明書ヲ地方長官費行ノモノ= ア D

テＭＢｾ詰該地方長官］共販合最士宮量行ノモノユアリテノ、

共販合最土ノ; 支后叉ノ、出張所= 無効トナリタノレ日ョ P

5 日以内= 提出シテ吏= 符j 官官慶明型住ノ交付ヲ諮求ス

ノレコト

B.剃償隆明書ノ様式ハ別紙ノ i車ト A /レコト 、以下略

其の他の建築資材の配給についてはカグラスタ

ー、釘、補強用金物( 規格寸法によるもののみ) 、

銀鋼( ワイヤーラス、メタルラス) 、鎖線( 構造用

のもののみにて 6 番、 8 番、 10番〉、網入硝子、錯

板( 樋の類を除く) 等である。以上の物資に劃し

ては各々割営詮明書を建築課に於て強行するので

あるが板硝子の 1500王子方尺以上、スレート 100 枚

以上の浪板又は大手板及び1000枚以上の小平板iて

針しては物資指定書を交附して居る。

割営費明書K 劃しては各版賢所を指定して之が

入手に責任を負ふととになってゐるのであるが、
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指定書は使用数量の指定を主主せるもので之が入手

には責任を負は友いのである。

木 材C 配給については未だ質現を見定泣いのであ

るが近い将来配給品目に抑へられるととと思ふ。

木材は建築用物資中の最重要資材であり其の上材

積、品種、寸法等を考慮の要があり建築の様式.

工法等の種類が各種各様であるため配給について

も困難なるととが考へられる。

諸法令と物資配給の関係

諸法令により許可、認可又は届受了の建築物に

劃 し て は 之 が 副 本K 割営詮明書下附願を添附し

て申請すれば直ち陀物資の割常詮明書を交附するー

のであるが、商工省よりむ割首数量並K 各製造工

場の製品高等により一般申請者の希望通りの盤景

を割常るととは困難で、ある。一躍許可、認可の願

の内容により待遇を考慮して技術的査定をなすの

であるが、との査定も技術的に見て友し得られる

最少限度の重量量でるるととを承知して置くととが

必要でるる。構造或は強度の黙で法令の指示を受

けたもの陀劃しては其の勤特に考慮して規定の強

度を得、或は規定の構造とえまし得るに必要な資材

の適量を割営てムゐるのである。然し時により法

令の規定する構造となす露めの物資が不足して或

る一部分のみの工事のため陀行詰りを来たしてゐ

る例を見るととがある。此の場合資材の入手見込

のない事を工事前に知るととを得たならば他の方

法により( 建築物D 構造或は配置等〉遁営に鹿置

出来得るものも相官にあるのでるる。之は許可、

認可と資材との適切主主連絡を眠いて居るま毒でかム

る問題に劃しては営事者は直ち陀 i直営主主連絡方法

を考へるべきで、ある。と同時に未だ配給品目陀指

定せられて居友い物資陀劃しでも速かえ主る竣成を

なし得られる様努力すべきでるらうと考へる。

現物と配給

建築用資材の現物は各指定販質所に於て扱って

居るのであるが、善事j首詮明書の交附を受け直也に

現物を入手出来得るのが理想であり営事者に於て

も極力努力してゐるのでるるが或る物資について

故、 1 箇月を経過せるも未だ現物の入手を見友い

と言ふととを聞く。事情は他にも在るであらうが

第ーに考へられる事は遼織機関の問題である o 輪

迭の問題は他との関係も生じて簡草花は解決出来



ない問題とも思はれるが之が解決は絶臨的である

受給者側に於ては割営詮明書の交附を受け直ち

K 販賢所陀て購入叉は契約を放さ友くてはなら主主

い。往々 1 箇月 の有効期聞を相営経過した詮明書撃

を持って再交附を申し出て来る者も言うる。各々事

情は在るでるらうがかムる事は注意しだくてはな

ら友いととで、ある。

叉、受給者がー熔資材の割常を受けた後に工事

を鹿止する場合も生じて来る。との場合割蛍詮明

書を返戻1ナるのであれば‘ 未だ庭置しやすいのでる

るが現物の配給を受けた後にかかる問題が生十る

と現物の返戻を主主さなくては君主らないのでるる。

相営の重量物でるり運轍機関の不足の折柄かムる

ととは時につ与しまな、くてはたらないのでるる。

セメントの如く漁気により慶賀するものは保存の

悪いために一部の使用を不可能とするととが在

る。重要な資材を無駄にする様なととはたとへど

の様君主事情にもせよ許さるべきでは伝い。

配給機構の再検討

建築用資材の配給k 従事する者の心得としては

建築用物資の公平友る割首と敏速なる現物の配給

と同時に 、建築資材の綜合的君主配給を君主し資材入

手の篤めの時間的空費を防ぐととを常陀考慮して

配給事務を主主してゐるのである。然し訟がら現J伏

を見る時満足すべき紙態でまうるとは決して考へて

ゐ主主い。配給品目を J舎加して配給養材のみにて完

全友建築物の竣戒を友し得られる迄陀友すべきで

るるととを痛感してゐる。煉瓦陀しでも瓦、石衣

耐火木材並に昼等に至る迄配給品目陀特定すべき

ではないだらうか。それぞれに事情はあると思は

れるが現在の佳に放置さるべきでは君主いと考へる

セメントは地方長官の蛮行ナる割営詮明書とセ

メント共版舎駐の強行する割嘗詮明書とに主主つて

ゐるが本府vc於ては査定を締べて建築課に於セ主主

じてゐる篤め割蛍重量量の知では同 ーの定規により

安定されてゐるのである。

主たに重紡主義κ よる資材の配給であるが. 現在

園家が要求する最重要たるものを俊先的に配給ナ

べきととは何人もう主主づけるととである。然 し宝E

l祭K は重要と目されるものム資材( 特にセメン

ト) 入手陀相官の日時告と星雲し或は必要・物資の数

量を相常に減じられてゐるととのるるのは考へ

なくてはなら左足い問題である。

各部門陀分割せられてゐる現在の機構のために

かムる不合理を来してゐるととを考へられる貼が

相官にある。府全腫を一手に確保しての重鈷配給

であれば府下の内での重貼配給を放 し得る のでる

るが各部門陀分割せられてゐる現在では其の部門

内に於てのみの重鮎配給であり全腫としてむ重結

配給で主主い場合が生じるのでるる。各部門に割営

る際の筈IJ 首数量は各部門の重要性陀 於 で決定せら

れるととであらうが消費者 側の必要とする時機 ｾ停

の篤めにZ支部門陀於ては 、剰徐を来し或部門 K 於

ては不足を訴る事になるので昔うる。

叉セメント共版舎祉の指定せる圏躍の加入者は

加入国髄陀申込み之が客l脂を待つ時間的友問題 も

あるとと L 思はれる。重黙主義の配給は考慮され

て居り友がら未だ完全な域には主主せられ友いので

ある。との問題については其の都度遁営の鹿置を

採り出来得る程度のととは友 して来たのでるるが

、根本的友問題に迄・湖って考へて見友くては友ら

友い問題では主主いだらうか。

上越の各問題につき配給賞事者は受給者、製造

業者、其の他の開係者と意見の交換を注 し闘滑放

る配給をなすための研質合主主り座談合なりをしば

しば行ふ機舎を得るととは必要注ととであらうと

思ふ。製造業者の1引先を聞き或は苦心談を聞くの

も意義のあるととであ払叉消費者の困ってゐる

問題友り希望なりを聞いて針策を研究するたり 、

配給者側の希望友り注意事項なり或は金躍的友物

資の欣態君主りを護表しで消費者側の協力を得る等

のととも重要友ととであらうと考へる。

現在の各方面の赦態を各人がー感知ってゐると

とは配給古事者も消費者も心構K 於て重要君主とと

である。未だに戦前の設計を固守 し或は戦前の工

法によるととを信僚と L. てゐる者も皆無とは云へ

ない! I 犬態である。かかる ζ とは之た認識不足との

み笑って過ごせる問題では主主い。心構の 出来てゐ

る者と出来てゐ主主い者とり資材に封ずる考へ方が

相首に大き主主働きをなナもので基うるからの7'fk態

建築主も設計者も工事施工者も各人が現在の物資

を よ く 認 識 しそれぞれの立場に於て相援けとの

物資不足の時代在乗切るととを切望ナる次第であ

る。 L錐 者 は 大 阪府警警鋭 部 建築事長長帥 〕

1 3 日



建 築 と 造 園

一 特 に 造 園 闘 皐 に 就 て 一

'" 

圃

一 一 序 一 一

「建築と遺薗」之れは最近の言葉を以て云へは、

表裏一植をなすものでるる。建築と造園之れを有

機的ー櫨 として考へるととにより、そり建築物と

共陀、その敷地そのー園地をして、Ｍｾ貸その賞用

的利用慣値を増大せしめ、一入その美的効果を設

揮せしめ得るに至るもの放るととは、今史多震を

努して説明する迄も無い事責でるる。如上むとと

は最近婦人建築工婆研質所に於て 、造園撃の講義

を進むる内陀如質に考へさせられたととである。

従って、此庭には建築と造園との開係を述べ、進

国皐主主 るものの、 より明確なる御理解を願ひ、次

いで、未だ統ーなき 、進国図書匹に就き一見以てそ

11 1 4  
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れが何を表示するものなるやの統一ある、而も建

築設計画をして、一段と完成せしむると同時に之

れに多分の潤ひを興へ、美的慣値をして向上せし

め得ると思惟される、最近漏乙に於て建築・造園

界に一般に採用せられて、その効果を揚げつつあ

る進国間皐を紹介し、以て建築・造園技術者の参

考の一端に費せんとして筆を起すものである。尚

本港関岡畢は造園界κ 於ても未だ未登衰のものに

して、誌に「建築と枇舎」を遁じて造国技術者に

も叫びかける所のものでるる。

一一建 築 と 建 国 一 一

或る敷地内に建築物を築造する場合、先づその

建築物の位置・方向を決定し怠ければ、ならぬ。そ

れには或は採光・通風・家相上の方位、或は各種

法規等と云ったものが考慮されてなされるのであ

るが. 更陀採り上げられ主主ければ主主らぬととは、

建築物或は建築物の間取りと空地とを有機的一睡

とじて、如何に利用上利便的十亡、美観的に、風致

的陀考慮されなければ主主らねかと云った問題であ

る。 此等諸問題を綜合的に考慮されたる結果 とし

て、とムに建築物のその敷地陀針ナる理想的友位

置 ・方向 と云ったものが決定され、建築物を美化

修飾し美的並に風致的効果を揚げ、ｾ地を泊して

用ひ得らるるとととなるものであり、最近では敷

地内の空地を建築物の延長と考へ、一つの戸外の

主と見倣 して O ut door - roomなる文字をナら使用

されてゐるのを見受けるのである。とのまる敷地

に於ける建築物の合理的なる 位置・方向 を決定し、

更にとの建築物の壁面 ・屋上或は建築物の周圏の

敷地内の空聞を自然的 ・人工的材料を以て或は王子

面的に或は立瞳的に自針市美化しその敷地の位置ナ

る風致的運況との融合 ・改善・美化を計り 、叉そ

の敷地自盟或は建築物 と毅地及びは建築物自慢の



第 2 園

修飾美化を計り、質用的にー} 低利便主主らしめんと

するのが、造闘の一つの使命である。

叉、住宅地の計霊の如く一国の集合せる住宅の

全瞳的配置・地割及び美化・修飾・風致・景観の

造成等も亦ー使命であり、従って、地直計華、都

市計藁・地方計霊・園土計霊の一部をも分娩する

ものである。

叉、公園 ・遂園 ・運動場・者11心庚場・記念庚場

其他各種庚場・街路・公闘道路・遊歩道等の如く 、

ある抜りを有ナるささ聞に快き気持の葵にその有す

る各々の目的を十分陀達成せしめ、その目的にそ

った理想的な地割の上に自然的人工

的材料を以って修飾美化した昼間的

構造物a : 造成するととも亦遊園の一

つの使命であれ園立公園の如くぞ

の園固有の風景地その園の卓越せる

景勝地の保存助成を計り 、更陀叉積

極的にホテル ・山の家・鍛錬道場・

キヤムプ場・海水浴場・温泉場・水

族館 ・ボート場 ・ヨット場等を配置

し、それらの聞にドライグウヱー・

ハイキングコース等を計霊 し、 スキ

ー場・スケート場・ゴルフ場等を施

設するととも一つの使命である。

大樫以上漣べたる所が造閣の使命

とする所であり 、その何れもが主) 1 築

と平も: 接なる閥f系金手j ず る も の に し

て、tJ: Uて将来の設展にそなへて過去

在振り返り 、その裂展の歴史を究明

し、又、その材料 ・構 造 ・意匠・計

霊 ・施工・保護 ・管迎そのものに就

ての理論と質際の研究を進むるとと

も亦造園の重要主主る使命とする所で

ある。

而して、迭闘が与として確立され

その韓系を整へるに妥ったのは帳め

て最近のとと十として、その範囲は今

1f;] ほ抜大されつつあるの現Hえにして

従って進国主主るものを定義するとと

は誠に困難友るととなれども、今日

一般に

遁固とは ー・鑑賞・保健・衛生・休養・慰繁 ・

激化・防災等の目的を以で自然を享用せしむるた

めの美的昼間構造物を指ナ。と定義されてゐるの

であり 、世ーは之れκ 封し造庭・風致園事 ・景園君主

る諾が用ひられ来たったものであり 、 外閣では

Landsca pe- archi  tec ture 左足る諾を用ひ 、古くは

Landscape - gardeni ng君主る語が用ひられ、前者は

多く米閣に於て後者は英図に於て之を用ひ 、調乙

では Gart enkunst 叉は L andschaf t s- archi t ekt ur

併図ではL ' art des j ardi ns 君主る語を用ひてゐる

のである。

第 3 園
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第 4  圃

遁闇曜とは・・・ .. 造闘に闘する理論と質際との慢

系的知識を云ひ、遊園史・進国材料・造圏構造・

造園意匠・進国計壷・造園施工・進国保護・進国

管理・造園園象等より成立するものでるる。

而して、造園技術者は大地の自然的乃至は人工

的修飾美を強調和合し、更陀接景施設をなナとと

により其の( 賃値を一段と向上せしむ

る等ろ婆術家とも見倣さるべきもの

でるれとれを史的に研費するのみ

ならすヘ其の構成に就て科事的に閤

明し、近代思想、に立脚し、生活筆芸術

としての新しい境地に於て厚生的性

能の増強を企園主主ずの方面にも進展

し、其れが設計営造は建築・土木の

患の封象とえ主ナととろに類ずる所思J

しとはせぎるも、就中自然と生物の

合理的取扱ひκ 重鈷を置き、美的構

想と枇舎的運替の調整を計る等の特

殊撃術と技術・技能の謹奥を極むる

者にして、建築及び土木の事と技術

に密接なる関聯を有ーするもの陀して

特に建築とは表号室ー穏をたして完成されるもので

あり、建築・造園南皐を習得して初めて完全友る

建築技術者或は浩国技術者と云ひ得るもので言うり

殊に造園闘撃にありでは建築園撃を一庇完成せし

めそれに針し一段の潤ひと生気とを附興するもの

である。

よ ｾ ｾω
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一 一 謹 園 園 軍 一 一

造園製闘に関しては、従来建築界は勿論むとと

進国界に於ても未だ確立せる表示法を有せ歩、人

に依りそれを異にし、従って中には折角の建築平

面闘に何等C 潤ひをも奥へまるのみならで夕、更に

一見以てそれが何を表示するもの怒るやの統一的

観念を有せしめ歩、甚だ遺憾に感ぜられ来りし所

にして、此鹿に最近濁乙の建築・造園界に於て盛

に採用せられ、濁乙遺園関係拳校に於て敬授主主さ

れつつあり、建築. < f - 面圃をして一段と潤ひるらし

め美的に効果あらしめE 叉それを以て一見何を表

示放すものなるやむ統一的観念を有せしむる固法

を紹介し、以て建築及び造園界に於ける進国関係

製園法に統一的確立を計らんと慾ナるものである

が、先づ此庭にはインキングを主主す場合に採用さ

るべき表示法を紹ゴ干し、次いで鉛筆製聞に遁営左足

る表示法に就いて逐一説明を及ぼさんとするもの

である。

I は芝生帯の表示去にして、一般に - 1 - 3 - 4 -

6ーの如く芝生得D 続護部を特に線で以て匡劃し

11 1  e  

たるものは、芝生管の周園に切石等の如き直劃的

君主構造物により直劃されたる場合を表示するもむ

で あ れ 黙 k ( [ ) 蓮槙又は垂直な平行妖線群により

引き切りとされたる場合は芝生管の周固に何等E

itI J的危構造物を有せざる芝生帯縁謹郊を表示する

ものである。

- 1 ーは特に彩色表現を主主ナに遁嘗なるもので

るり、 - 2ーは芝生替の接謹部を結々で以て直劃

し樟謹部に於て密に内方に従ってその密度を減じ

内部に於ては完杢にその姿を渡ナる如〈友ナ表示

法にして、 - 3 ーは賠々の総建都を更に鯨で以て

匡劃した場合にして従ってとの場合縁謹部に於け

る黙々 C 密度は- 2 ーの場合の如く密主主る左要し

主主い。 - 4ーは縁漣部を棋で以て直劃し内部一様

に粗友る慰々を以て表示するものにして、 - 5 ー

は約 5 mm位D 間隔で、以て垂直た平行放繰群を曹

がいて圏示の如き表示をと友すものであり、 - 6ー

はその縁謹部に更に線を以て直劃を表示したもの

である。

E は潤葉樹の稿込帯の表示法忙してー1- 2- 3-
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は叢林を表示するものにして、 - 1 - 3ーは特陀採

色表現をえにナに通し、 - 2ーは内部を霊直方向の

卒行7状線を以て塗り潰したものであり、 - 4--Dー

はその内陀共いで高い湛木を混歩る樹帯の表示法

l乞してその心々は高い部分を表示し、- 6 - ーは更に

高き若干の有幹喬木を混歩る場合C 表 示 法 に し

て、個々 C 喬木の表示についてはV の場合む如き

有幹喬木の表示法を採用し、他C 混歩る濯木との

差異を直別せんとナるものである。

E は針葉樹帯の表示法陀してーI乃至5ーは針葉

の菱重林叉は湛木群を表示し内部を圃示の如く一様

に各法に従って塗 b潰し、 - 4 ーは特に単純陀し

て採色表現に遁ナるものであり、周囲の鋸歯の主

方向は基線に絶え歩垂直主主る如く主主ナもむにし

て、 - 6ーは E のートの場合陀準じ有幹喬木を混

歩るものの表示にして、その有幹喬木の表示はVI

F亡依るもりである。

概して E 、E はー圏の樹林帯としての限界を形

成ナるものの表示法である。

四は潤葉樹生穫と針葉樹生箪との表示法にし

11 2 0  

て、 - 1 ーは隅角部陀封し二つの異なる表現法を

有ナる潤葉儲生艇を表示し、横線は基線陀封し常

に出来得る限 b垂直君主る如 く注意をなナを要し、

- 1  ｡ ーは桂形を有ナる生態門を Ｍｬ｢ ーは生 ｾＨｬＩ

窓、を - l cーは一本の遣を逼歩る生寵C アーチを表

示し、 - 2 ーは横棋を出来るだけ基線に垂直をな

せる蛇紘を以て満たせる澗葉樹の生躍を表示し、

- 3 ーは澗葉樹生簸陀して皐純にして探色陀遁ナ

るもの、 - 4- 5- 6 - ーは針葉儲生誕にじて- 5ーは

皐純にして採色用のもの、 - 5 - 6ーは- 2 - 3ーに

準歩るもむにして、但し鋸歯欣の主幹線は出来得

る限 b基締む方向陀直角ならしむぺきでるるが、

併し乍ら、それ陀よ b決して鋸の形を思はしめる

形成をさけ怠ければ友らぬ。

V は潤葉樹の表示法陀して、 - 1乃至5ーは出来

得る限ぎ b 自由にして震はせたフりーハンドの固

環を書くと云へども輪廓棋は絵り大きく震はせで

は醜きものとえ主るゐそれがある。- 2ーは垂直左手

行抗棋にて満たしたものであり、 - 4ーは目測で

以て 5 つ陀等分された闘孤紙棋で直ilJ したもので



列は幹喜と有せね角錐形・箇l錐形・球形の潤葉樹の

ピラミツド形刈込樹. 下列は幹を有せね角錐形・

固錐形・球形の針葉樹のピラミツド形刈込樹. -

4ーは向上の有幹刈込樹、 - 51 は種競植物樹塘に

類する孤立果樹、 - 6- 8ーは壁面陀からみたる纏

鏡植物に類ナる果樹の類、 - 7 ーは壁面にからみ

たる垂直陀立ちあがる糸扶植物. - 9ーは水平方

向に一方叉は南側に枝を張れる糸扶植物列、 - 10

はーオランダイチゴノ類の列、 - 11ーはキイチゴ

るる o

VI は針葉樹の表示法にして、- } 乃至6ーは歯形

の主方向を放射燃に周囲に散出せしめたるもりに

して輪鋸赦の形成を生起せしむるの醜くさを避け

怠ければならね。 - 1 - 5ーは内部を綿で以て塗 b

潰したものでるり、 - 2ーは目狽IJ 陀て5つに等分し

た間隔を保持したもの勺ある。

- 2- 4ーはモ: ・トウヒ・カラマツ・ヒマラヤ

シーグ其他之に類ナるものの表示に遁し、 - 1 - 3

- 5 ーはマツ・イチヰ・ピヤクシン・コノテガシ

ハ・スギ・ヒノキ等に用ひられて遁常友ものであ

の類の列、 - 12ーはスグリ等擢木果樹の類の列、

- 1 3 ーは喬木果樹の類の列を表示するものであ

( 未完) (18. 1. 10. )  

( i 医者は大阪市役所公関課技師J

る。

る。

四は整形刈込樹と果樹の表示法にして、 - 1 ー

は箱型に刈込める樹木、 - 2ーは高生様、 - 3一上

2 1  
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民 同家 胡

一 建 築 史 資 料 と し て の 民 家 一

百の手に慣れんよりは、十の自に慣れん。十の

口に上らんよりは、るはれーの胸に上らん。& は

斉藤紘雨の悲顕であるが、とのー篇に限つては、

そんな事では満足できぬ。十の胸よ P は、百の

口。百の口よ りは千白眼にふれ、しかも千の胸に

とどまって、せめてそのーの心にかなへぽ、残 b

の 999人は、ょいとも悪いともいふてはくれ歩、

その場かぎりの愛想をさへ惜しまれでも、るきら

めはつくといふ魂臆でるる。

I  

奥州で朽ちす示、大陸に渡った義経とそ成吉思汗

で量うるといふ、新作能「義経』とは、とれは趣向

が蜜るけれども、幸田露伴の描いたものでは、成

ぇ 1 " が い t金l I ; . t る た た ー る

吉思汗の父也速該巴阿禿見が、塔々見征伐の陣営

陀、我が子が右手に血の塊を握って崖れたといふ

瑞報をうけ、 『美しい者に主主らす= とも強いものに

なってくれ、どうぞ強い者に君主ってくれ、強い者

て tr l: ん

に主主ってくれ』といって錦木翼と命名ナる、その

物語C 怒末まで、『銘々が自分の事だけしか思っ

てゐぬ者は征服さるべきものだ為彼らは卒等だ、

ひとつ ひとつ

一個→個だ、自分さへよければ幸幅だと思ってゐ

え 1

る。身罷に頭主主〈、衣服に領主主くしんも主主ければ

しまりも主主い。るムいふものが征服さるべきもの

でたくて、どとに征服さるべきものがあらう! J  

ｾどんちゃーる

といふ勃端察児( 成吉思汗の組) の意気がみな

ぎってゐて、成吉思汗の誕生の偶然ならざる事を

思はせるものがるる。との物語中、成吉思汗の大

く さ &  l I;んC舎かL かかん

叔父忽圏測が金園皇帝に謀殺された叔父俺巴該合

竿のあとをついで、. 合牢t亡推穆される大集合の

場面で、也速該が忽圃刺を賞讃ナるととばに、

た い r ラ 乞

『言うらゆる吾ら蒙古及ひ事赤烏特の人k は今と

く さ & 1> ふ ん

とに忽闘刺合竿を仰ぐととに君主ったを喜ぶ。合平

の剛勇は人々の知ってゐるととろである。その撃

は七つの嶺を隔てて猫能く人を指揮するに足ると

1 2 2  

山口 正

いはれてゐる。そのカは大たる男を折ってふた

つにナるといはれてゐる。一度の食事に一匹む羊

を蓋し、ーて管のカは能く馬をぬかるみ l: o抜くに

足売といはれてゐる。かくの如き剛勇で、そして

かみるかかん

f. 不動竿の子で、俺巴該合竿の第ーに名指された

忽圃刺殿を吾らの合竿としたととは、吾らの祭の

しるしである J

といふのがある。卒然として誼み下せば、何む

奇異もないが、問題は、との詞の中に含まれてゐ

る途方もない瞥力義嘆の表現である。よく馬をぬ

かるみより・抜く程の瞥力が、との極端友弱肉強食

の時代t亡、貴いものであったととは 、成吉思汗の

父をして「美しい者よ b 強い者に君主れJ と叫ぽし

めたととと共t亡、聖書カ即ち力でるった、 との時代

の時代思潮を綾鼎に等語ってゐる。

2  

事賞、と の時代の大陸の彫刻で、カを衰微した

ものでは、身控の他の部分とは比例を破って強大

左腕がみられる。ホーレン草の躍詰を食ったポバ

イのよう友美事: 主主腕と彼の仇役のどでつ腹のよう

えま腹とを供へたのが、との時代の彫刻に多い。ヲミ部

力士像などに主主ると、左足る程羊の一匹位はすっほ・

りと入りそう主主大き友腹と牛一匹位は襲々とさし

あげそう主主太い腕とが、身種金樟を率ゐて、観者

にせまってくるものがある。即ち、コだ陸で、との

時代陀は、力とは瞥力でるったのである。同じカ

を護美したものでも、我が園上古の地輸の武将陀

希ける表現は、また著しく異る。とれはまた萎え

てなえそうえ主織ノj 、君主腕と胴瞳とに較べて、驚くほ

ど著大主主脚部がある。とれをその作品陳列の方法

や、材料の相違にのみ起因するとみるは、いささ

か護慮といふベく 、力に針ナる、時代と民族の観

念の相違とまでみ主主けれぽ主主るまい。 'また、とれ

らの諸例とは反封t亡、力者乙否定した表現に、フラ



ンス人形の如き、極端主主る細腰長脚で、往年流行

の夢二式細首とともに、寒心もりでるるが、とれ

も亦肢瞳に封ナる時代思潮の奉直友表現でるら

う。幸ひ我が園には、とれらの幽霊思潮の横行を

ゆるさ歩、御所人形の赤ん坊や、まさかり揖いだ

金太郎などの、カの漏ちるふれた表現が慨存して

大東亜共祭固に立つ今日の日本のために、上古以

来の脹々たるカを停へ来った。

5・

たどに力の肯定と否定とに限らすヘ飛鳥天平そ

の他の傍瞳ーっとして入腫を正直に模倣せるは友

く、何れもが、それぞれの時代の思潮を額現して

ゐる事は興味が深い。彫刻陀冶ける費型は、昔は

無意識に行ったらしいが、近世では作詩的に費型

を試みる。彫刻は模型で主主いから、 3貨物と寸分た

がはぬものを遣っても、生々した感動の得られる

筈がなく、恐ろしく長い手や、気味の悪いほどま

っナぐ友腰がるるかと思へば、頭より大きえに肩肉

や、首より太い腕があっても、一向にみる者に奇

異の感あらしめ歩、却ってそくそくとしてせまっ

て来るものがるる。とれば費型による表現の強調

と治却でるって、その背後には、その時代む思潮

が把握され、表現を希求してゐるからであらう。

我々は、また、その時代の民族に遁ふ何かのつ君主

がりを持つ度合に感じて、その作品を味はひ得る

のである。

4  

さて、かくも長k と述べ来った所以は、先づ、

との毒事術的作品にひそむ時代思潮の感得といふ事

を、我々の建築を観、建築を考へる上に鹿用ナる

事を謹ベでかからふと思ふからで、喜うる。

そとで、そり記述に入るまへt亡、在来む建築歴

史といふものが、ど 5 いふもので喜うるかを少し述

べてみよう。まった、そのも一つまへ花、一般盤

史皐といふものが、如何に困難な皐問であって、

種々考究する官余地のある事を述べてみよう。

例へば、上古我が園に何時の頃から漢字が停っ

たかの問題についてみるに、紳功皇后の三韓征伐

後、際紳天皇の15年に朝鮮から阿直肢が論語・千

字文を携へ来り、翌くる 16年には玉仁が漢文字を

奉厳し、菟道稚郎子皇子が、との雨名について、

暴ばれたのが始まれといふ事に主主つてゐる。と

とろが、とれには異説があって、漢字はそれより

も2( j ( f 年乃至 300 年も前即ち紀元600年頃に、既に

停来してゐたともいふ。との説の論醸は. その頃

の支那の年続入りの漢鏡が我が園 t亡やいて蛮掘さ

れ、その背面に文字が入って居り、鏡面よ P も鏡

背の文字とか模様とかに重黙をゐいたものである

から、その鏡背の文字を看過する筈はなしまた

その文安の含む意味を知らす= にナまず筈もない、

といふにある。との説明の方法によると、第1・鏡

は支那で製作されると時を経歩して轍入され、第

2 ・その時代の人々は鏡面より鏡背に重きをたを、

第8・その頃の l日本人が模様と文字とを直別して認

識し 、第4・その文字の意味をも解し得た、等々。

4項を無僚イ牛で承認してかかる事に主主るのである

が. 事責は果してそんなものであらうか。深く考

へれば、第1・製作後数百年を経て稔入されたかも

解らす京、第2・鏡背よりも鏡面の方がはるかに魅力

で る っ た 陀 相 還 な し 第3・果 して便化せる文字と

模様とを識別し得たかは大き友疑問であれ第4・

ましてその丈字の意味にまで考へ及び得たかどう

か. 等納得しがたきものがある。かくの如くどち

らにも解揮し得る資料を以って. 偲説に沿って都

合のよい判定を下してゆく事は、危険との上も主主

い。貴く聴なる鏡でるったればとそ、その背面に

技能の梓を蒐めて接飾したのであって、そのため

に鏡面への閥心を軽く見ねば友らぬいはれは主主

い。それを現代流の頭で考へると、うつりの悪い

鏡面より背面接師圃案の方がはるかに興味がある

か ら、昔の人もそうであったらうたどと身勝手君主

解躍におちいる事にも友るのでるる。

5  

現代の歴史皐には、とのよう友不完全たる考察

が注されてゐる部分があ b 、建築歴史皐も亦その

E 流を汲んで、同様のそしり友きを得ないむでる

る。従来の建築歴史皐は、徒ら陀遺構部材の寸尺

曲線の性質、型式系統などの究明陀専念し、足らさ「

るととろは文献を渉猟し、果ては、とれから先きは

資料及いから判ら友い、と投げをうつのみで. 老

も現在のもの、眼今の前に建ちつつるるもりが上

古の流を t4l さす舟のように、また組先の友い我々

で主主い如く、建物も亦忽然として眼む前rc 出現し

たものでない事に気がつかす志、古い事古いものに
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観たり聞いたりするより他に方法が友いと思ひ、

現在から推じて古い頃の思潮にさかのぼるといふ

事を試み友い。であるから、巌島神社や春日紳祉

のた Y 美しく浩られたものと、大紳紳祉や諏訪紳

祉の純朴君主る巌かさとを同じーっの枠内花入れて

怪します写、飛鳥時代の傍寺建築には、四天王寺、

法奥寺. 法隆寺. 日向寺、定林寺、百済大寺. 片

岡寺、葛城寺、中宮寺、坂田寺、豊浦寺、法輪寺法起

寺、橘寺、庚隆寺などがあったらしいといってみた

ととろで、確然とその規模を停へ得るのは現 i乞眼

の前に姿の残ってゐる法隆寺以下の2 - 3の遺構に

ついてばかり、説明としては、やは り忽然として

法隆寺を出現させてゐくより外友く、それ lて先行

ナる何物も語り得歩、またそれに後績ナる何物も

加へ得歩、との時代の傍寺建築の褒達が僅 .....40年

程の閣の事だと腰を抜かして感服してみるより外

に、手の打てたい建築史家の不甲斐なさでるる。

僅かばかり む遺構と文献と、考古撃と史撃の援

助とで、ともか〈も格好はついたが、疑問はいく

らでもあり、それをそっとそのままに、とれが建

築歴史だといってみるより仕方が君主い。とれをし

も科率的建築史観といひ、とれをしも皐究的良心

といふ友らぽ、怯儒と遁鈍の不名審から、建築史

家は態よく逃れてゐるにナぎない。

6  

建築の慶史にｾげる養科の問題は、た ｙ に過去

を省み・ての上ばかりで友〈、また我々の未来にも

かかつてゐる。乞ふ、現在の建築を静観した上で

思ひを千年の将来にかけてみよ。現在の木造建築

はも とより不朽携亡し、コンクリード遣といへ ど

も襲って場所をつくら注げれば新しいものが建た

ないから、千年の時を経て南保存されるものは 1

戸もあるまい。そして現在の雑然たる文献も結局

は完全に残り得まい、といふのは、古ければ値打

をみとめ、昨日、ー咋日の記録は値打がるっても

るりがたく主主いのが現代人む心理で重うるから、集

められて再抄されるか、くべられて風自を沸かさ

される運命にあり、遺構と文献の続完主る事、今日

省みる千年の‘過去も、今日をその過去とナる千年

の未来も敢て差異は友いでるらう。とすると、そ

のとき我々の子孫は、果して如何主主る建築史を我

々のため陀編むであらうか。思ふだに淋しくもあ

1 1 2 4  

れなんとか彼らの苦努に供へて3ないてやりたい

と思ふのは、筆者ばかりではるるｾい。

とうした建築歴史の不備は、一種何に起因する

ものか。を考へてみると、第 l 陀は資料む問題で

るり、第 2 陀は考へ方の問顕である。考へ方に就

いては、上主主む思潮の把握を試みるとして資料の

不足はどうナればよいか。それは『民家』を採り

あげる事によって解決し得る。現在は歴史の末端

で、歴史ではなoといふ在来史家の建前は、質は

現在我らの建てるものが、 2600. 1 手の過去を背負ふ

て居 T. 2600年の磨史そのものの姿でるる事に者

へっかえ主かったので、るる。手や足や胴や顔のZうる

ｾ 、 らの組先であるから、上古の人々にも手や足や

胴や顔があったと考へる事の方が、埴輪や模様と

して残ってゐるものから、上古の人々にも手や足

や胴や顔があったと考へるよ !J . よりー居合理的

で自然である事に、どうして在来の史家は気がつ

かなかったのだらう。 民族は同じーっの血の流を

もち、ぞの血流には時代々々のコブがある。とれ

が大きな手がかりだ。思へば、との便利でしかも

豊かにある手がかりむ資料としての、民家を軽視

したまま長い年月をナごして来たものである。さ

て、その手がかりを解くためには、

1 . 意 匠 心 理 皐

2. 構 造 心 理 皐

3. 居 住 心 理 想 :

を、その間的への方法として、ととに提案して

みたいのである。

7  

で先づ第ーに、その意匠心理撃といふむを、ど

ういふ風陀駆使するかを、例を民家陀とって説明

してみよう。

ととに掲げた第1園は揖津の園のある村の、その

謹に行けばいくらでも見られる視の篤露である。

草葺の棟の上に並んで、ゐる棟押へは、誰もがナぐ

紳l社建築の千木を J思、ひ起とす形友ので、とれも= r .

木と呼びたいのであるが、土地の人は、とれをカ

ラスといってゐる。とのカラス本来の目的は、棟

の針目の雨仕舞のためと耐風のためとであって、

紳泣建築の破風板がのびて千木になったといふょ

う友ものとは、本質的陀異るととは、千木が棟む

雨端のみにあるに封し、カラスが棟上を凡そ 3 尺



第 1 個 カ ラ ス

聞に並んでゐるのをみても判る。が、その護生原

因がどうあらうとも、千木とカラスとを並べて考

へる事をやめるようではいけないのでるる。著眼

賄は、とのこ者が甚だ似かよった形をしてゐる酷

である。

カラスは日本中他にいくらも例があり、また外

閣にも見られる。が、外閣のものは形が九席で、

いかにも目的だけのため陀ゐかれた如く見へるに

封し、日本のは特に形が秀でて、との篤民のよう

な美事君主のが群を友してゐる地方さへ出来るので

ある。皐主主る針目覆なら、別にとれ程までに秀で

た形をとらえ主くとも、ほんの申しわけに木を組み

合はして沿いてもすむものを、次第々々陀秀でさ

してとん主主ものを造りあげたとの地方の人々のに

くからぬ心もちと、千木陀しでも始めは丸太の交

叉でもあったらうものを、次第次第陀琵展させて

今日の型式にまで進めて来た民放の精紳と、とれ

が別々のものであってよい筈は友いのである。同

じとすれば、とうした千木とかカラスとかを椋高

〈、スカイラインも鮮かに造 �ｾ うげる心を、日本

の心とみる事I ' r : . 誰も異議はないであらう。とむ

蛮見を. ひそかに心む中 tてしまひ 、別の問題を考

へる時の公式にしてゆくと便利主主のでるる。

意匠心理拳の行き方は、 y っととんな風のもの

である。従来の行き方だと、ととまでは考へ友い

で、千木とカラスは、主主々別のものだと判定され

てしまひに主主る。較べてみて、我々が如何に淋し

い歴史撃の中にあったかを知るととが出来る。

8  

同じよう放もう一つの例をあげてみよう。 第 2

圃は、とれも接津の園のある村、そとには篤翼の

後景に見入るよう君主屋根が群在ナる地方の篤員で

あるが、 1罰1景花見へるよう主主家が建ち加はりつつ

ある。純日本式農家群中に、純朝鮮風民家が生れた

風景である。何枚あげても同じ事だから. 窮民は

l 枚だけにしてゐくが. とん友風景は貨はす= ゐぶ

ん方k で、見られるむでるる。いふまでも友く、朝

鮮から来た人が. 自分で建てた家主主のである。建

ててゐる人む話では、自分で、回を遁らないから葺

第 2 聞 手前は朝鮮風民家

草が充分で、ないために、とん主主屋根に葺 くのだ.

といってゐるが、葺草をしまっナるためだけなら

外にもっと白木風君主方法はるる。 勾配からしてが

うんとぬるく、稲稗逆葺厚12短、様を丸めて . い

かにも謙譲t亡、流線的に出来てゐる。建ててゐる

人にしてみれば、家といふものは. 自ら手をと下し

て遺ると‘ いつのまにかとん君主形陀友ってしまふ

何かのわけがあるの守るらう。彼の脳裏の繁しい

住居が. 何のさわりも受けす= に形を占めると、と

うしたものになってしまふのである。子供の折

に、ともされた楽しき家への幻霊長は、時を怒、土

地を蟹へでも、出て来るものらししとの周囲と

は甚だ不調和君主形が、彼D 家陀封ナる観念とは最

も調和するのであるに蓮ひ友い。

さて、との例題に如何友る意匠心理撃がるるの

か、といふと、幼時む幻影とか、昨日まで住んで

ゐた土地の家の姿とかが、異郷tて沿いても、かく

歴然と露呈されるといふ黙である。永い問、停は

り傍へて、頭ｉＧｲＺｾきみ眼十て左足れた形といふものは 、

一寸やそっとの事で、携拭ずる事の出来主主いもの

であるといふ事を掴んでたくと 、建築歴史を考へ
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る上に、大費便利放のである。

9  

もう一つ、意匠心理皐の例題をあげてゐくたら

(省、我々が日常行路にみる郵便ポスト、赤い園筒

型のあれである。意匠のよし悪しはともかくとし

て、るれがとんど硬質磁器陀造りかへられるに際

して、始めは色々と姿を蜜へて、雅味 ibるもの、愛

嬬あるものが試作されたらしいのであるが、結局

在来の錨製ポストと極めてよ〈似た外貌の、多少

はギゴチナクとわばってはゐるものの、また白い

歯 t:J. どむを出して笑つてはゐるものの、そむ親の

代の姿を忠、1をにまねたものとゐきかへらオvと。と

とで一寸考へてやらねばならぬ事は、あの現象は

ポスト自慣の希望ではなく、親の代にどひいき 8と

賜はった世間様への義理守、あムいふ姿に主主った

といふ黙である。商家の息子さんが皐校を出ると

親のように前だれかけてそろばん弾くのが嫌陀な

った bするように、それを沿して前だれかけさせ

て顧客まわ D をさせようとする親が多いよう陀、

『新しい』ものと『慣れJ とが一寸衝突をする場

面でるる D そして大抵は親の勝で¥侮統が一代位

は窮屈君主姿を残ナ事陀怠ってゐる。とんど出来た

代用ポストは、親の姿をかりで立ってゐる孝行な

従順主主息子さんの相貌をもってゐる o とういふ事

象が、日本にはよくある。との真理を、今我々は

意匠心理撃で把握したから、とんどは、とれを鹿

用して 、他の場合を観察し、代用ポストの将来を

トナる事をやってみよう。まづ、埴輪の柵である

とれば土で造って偉いたものでるるにも拘はらす=

その前身である柴垣の意匠そのままでるる。また

鳥居は、もともと木造のものであるのに、それが

石で造られるように放つでも、やは D木浩の形式

をと踏襲し、棋など打った姿は、静観ナると、やや奇

である。とれは、停統が1時代残っただけであった

のに、賞用のもので放し形式のみが必要なもので

あるから、長く木造形式は我らと共に柴へるでる

らう。銀筋コンクりートが盛に主主って、コンクリ

ート製の劇場や舎館や茶室までが木造の形式をと

って現はれ、轟たる世間の非難を浴びたが、もう

とれは現はれ友いだらう。とれらの諸例を一括し

て、代用ポストの将来を卜ナると、共の時代には、

全く姿を艶へ、硬質磁器は硬質磁器向きの正しい

II 2 6  

姿を我々の前に現はずであらうといふ事になる。

10  

意匠心理撃はとれだけにして、ヨたは構造心理畢

の方へ筆を進めよう。始めに、大とく桂( 家の主桂

或ひは心桂) 梁受践と椋受設といふむを説明して

みよう。日本の民家では、桂も色々名まへがあって

それを調べるだけでも興味はっきないのであるが

大抵の家にあって最も人の口にのぼってゐるのは

大とく桂である o その大とく柱といふものが梁を

受けてゐるとナるのが梁受設で、梁を腰にうけて

棟までとどいてゐるとナるのが僚受設である。

『民家三番』の著者は何れも梁受設を主張してゐ

るのであるが、一寸その部分を引用してみると、

『日本の民家J その桂 ( 大とく桂を指ナ〉は棟

まで達してゐるのではなく梁をうけてゐる陀

すぎ友いのでるる。

『日本民家史J 今日の住宅の小屋組をみると、

心往は屋の棟木まで延長しないで中主主で梁の

太いのをうくるにとどまる。

『日本農民建築』家の中心にある大黒柱が地面

から僚まで達してゐるものであって、とのよ

う主主構遁は我が園の他地方には絶封陀君主いの

で. とれはとの山岳地方( 秩父甲信地方続に

伊豆宇島) 特殊の現象である。( 輯報 4 抗)

といった具合t亡、特殊の場合を除いて、提どま

りでるると書いてゐる口ととろが棟までとどいて

ゐる例は、山城乙訓郡、周防熊毛郡主主どに宜在し

て、必歩しも三番の著者D 設く通りでは友いが、

量からいふと梁どま b の方が歩っと多くて、強い

て、棟受設を主張ナると却って奇矯の感がるる位

である。で、との聞の事情を説明してみると、と

うである。即ち日本の桂の生立はすべて側桂であ

って、孤立桂ではなかったのである。大程上古の

家の観念からしてが甚だ皐純念1室型もしくは2室

型で、今日の民家にみる如く複雑なものではなか

ったのである。自然、家即ち室の中央に、孤立桂

を立てて棟を支へてみる必要はたかった。室の中

央陀よけいえ主桂をたてて、そうでなくとも狭い室

をー居使ひ陀くくナる程愚かえ主我々の祖先では友

かったりでるる。ととろが間取が次第にとみいっ

て来て、家も大きく '友ってくると 、家の中央に孤

立桂をたてて間仕切壁を持たナ事が無意味ではな
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くなって来たのである o といっても、元来が棟を

支へる目的で、友いから、梁を婚がせτ 壁を抱かせ

ば. それで、用は足りたのである。とれが大とく桂

が棟までのびてゆか主主い、即ち梁受設の方の賞。l育

である。ととろが、日本人の構造精紳一一構造上

のとのみーーには、主要なものを通すといふ蟻烈

及慾望がある。主主んでもまっすぐ通ナ。外の園の

家の構造をみても、日本ほどとの通すといふ事が

徹底して行はれてゐ友い。各部分毎に小器用にま

とめ、それを繰り返して大きくして行く、棟木な

ども屋の練を通すといふより、ついで符くといふ

行を方のようにみへる。とれは長い木林が得にく

いといふ材料上の関係や組積式構造観念、の影響も

あり、互に因果関係をなしでもゐょうが、ともか

くも遁ナといふ事にさしたる魅力を感じてゐ友

い。遁ナといふ観念は、いはぽ 1 本の主軸a : : 持つ

事でる仏中心主義でるり、反パラパラ主義でる

り、衣服に領あり、身腫に頭基うる如きものであっ

て、過すといふ言葉にさへ我々は魅力を感じ、 「

直通J とか『一直練』とかの語の持つ快感を、我

々は王子素何げたく味ってゐるのでるる。近くは、

海の底を潜って九州へ通すといふととも、古くは

大一本朱雀大路が都の中央を還すといふととも、

すべてとれ日本精紳の護携であらう。その通すと

いふ観念が、今大とく柱陀翠現して、例へば第 5

圃に示す如く、延びるがって屋の煉にまで達して

ゐるのである。であるから、素性が桁どま P架ど

まりの側桂であるにも拘はら歩、機あらば延びあ

がって屋の練にも燭れ周園を牌脱してみたいとい

ふ素志が大とく桂の並は歩れた太さの中に宿って

ゐると考へられるのである。

て、通すといふ観念をと如貨に示すものである。

ととろで 、第 Ｖ 園のやうｾ桂の配置がＮ日本民

家の古いものに多いといふ事は、一寸奇異の感な

きにしもあら歩である。即ちとの不在I i をみると鳥

居型架構と縦軸連繋祭とに関係のある桂1';): 太く、

12  

その他の隅の庄は細いとどいふ事ーへの民間である。

現代人の我々の頭で考ーへると、との隅を軽んじた

桂の配置はどうも解しかねる o なる程、陥む桂は

重荷をうける事少く 、横力にft しでも亦案外負協

の少いものではある q が 、それにしても我々のお

2 7  

然らば、その遁ナといふ観念が把握されるよう

な責例がどとに喜うるのかと反問されるだらう。で

は、第 4 圃の罵翼をみてもらほふ。どの美しい鱗

遣は 、美濃、尾. 張の古い家にみる鳥居建の骨組で

るって、第 5 園D 如く架構が鳥居の形をしてゐる

ととろから、との名がある o とり架構をいくつか

え主らべて 、第 6 圃の如く 、縦に連繋すると家の骨

組が出来るのであるが、第.4 園の寝民K 長々との

びてゐる組立梁は、 との縦K 連繋する梁でるる。

との連繋梁とそ日本なればとそ出来る構遣であっ

II 



有心理からとの隅の桂lモは壁を附し、火打、筋違

方杖まで配って剛にナる。しかる t亡、とうして.

如何陀も隅を軽くあしらった構造が、 1主ぜ古くか

ら停ってゐるか。その理由は、ヨたの如く考へてみ

る事が出来るのでるる D 日本の民家の平面は、今

日でとそ大盟矩形をなしてゐるが、古くは矩形の

中陀4なさまるととろの不整六角形一一第 7 園の如

きものでるった。なぜかといふと、上古は壁と い

ふものがなく、屋根は土から生へてゐたのでるつ

u  2 8  

+、
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第 9 園

←日

第 10 1酒 大震土遺卒面

入母屋造母型

て架構は三角形で前述C 如

く中央に桂は泣かったから

第 8園のようえE骨組であっ

た。といふのは、斜材で組

んだ三角形の頂黙に荷をか

ける事は絵り有利で主主かっ

たから、棟木を外方に延ば、

して直庄で支へる事を考案した。とれが蛮達して

今日の切妻浩に主主 b、屋外の調立桂は妻壁の中 κ

とb ともふにも斜材の交黙にかちるふので距離⑦

を残して、そのまま屋外に建って、紳明遣の棟持

在、手甘さ桂とえ主った。また、 うづ桂とえ主って大祉

造にそむ登生¢因縁を明かにする。( うづ径は屋

外猫立で主主〈壁にとりとまれてゐるが、特に太い

から前身は屋外調立とみられる〉。

13 

ついで、人々は第 9 固に示す如く、斜材を棟の

方向に入れ採の荷と振れとを負婚させる事に成功

した。との縦軸斜材は、今日の向フサスとして確

然と残 1) . 斜線入り三角形D 部分は破風に主主って

そむ美しい破風飾と共十亡、との型式は優雅な入母

屋々根になって. 日本中の村々を飾ってゐる。

ょう。

先づ大枇遣でるるが. 第10園の如き平面で上古

の住宅の形そのままを紳殿と したもむといはれて

ゐる D 中央に心桂があ b結線の部分 と質錦の壁と

で 2 室に直切られ. 奥は一段高く主主ってゐるので

あるが、一般K は心桂を中心に十字に壁を偲想し

て 4 室型であると考へられてゐる。 第u園の如く

描いてみると 、4室型で友く 2室型でるる事が判然

ナる。ととろでとの 4 室型と思ひ遣った事が、ま

た一方今日の民家によくみられる 第12圃 のような

王子商の回の字の部分と吻合するかの如くに二重D

誤をもたらしてゐるのである。その二重の間違振

りを紹介すると、大f出量が今日の四ツ目式C 先駆

でるるといってゐる人は第13園の如く今日の住宅

と鵠づけ、またとの卒面を支那古籍陀まで求めて

第14圃の如く各室に名稽を奥へてゐる人もある。

大社遣を 4 室型と考へる事がそもそも誤謬に陥い

る護端で、 2 室型である事を始めに看破すれば、

とうまで間違ひはし友いのでるるが、それには一

寸人聞の居住心理を考へれば住居の重要友部分で

第 11 圃 第 14 園

そして、第 8圃もしくは第 9 圃のようえ主骨組が 第 12 図

壁の上に乗って屋根に友ったとすると、日本の民

家の隅々には主控が主主く、鳥居建が正しい傍統を

踏むもむである事が納得出来る D

さて、次は居住心理皐の番でるるが、建築史を

ひもどくと、古い紳祉建築の第一番は、無神殿式

の紳躍で、、次が大駐造、それから九烏造、住吉造

といふ事に友つてゐるが、との大枇遺一一大鳥謹

一一住吉迭の蛮展経過を、居住心理皐で解いてみ

第 13 圃 第15圏 加 賀 の 民家

2 9 11 
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ある『にわJ を念頭から去る事が出来ないから、

とうは間違へ主主いのでるるが、感聞といふものは

なかなかのんき友所のるるものである。ととるで

大，祉迭の御神座が奔者に封して債を向ひてゐられ

る事陀封しての解明を、ととにさしはむなら、と

の御紳座は上古住宅の紳棚のあるべきととろ陀あ

るので、あって第16固に示ナ如き加賀む圏のある地

方の民家では闘のよう友位置に、どの家も揃って

紳棚を胞つであるととでもわかる。もし上古む住

宅を紳殿陀した友らぽ、大駐進む御紳座が今の位

置陀おかれる事に何の不審も主主い。そしてまた、

との加賀に近い近江の閣の 2 室型住宅から第16圃

のように次第に裂展してゆく経過をたど D、まひ

は第17園のようにもその護育のるとを遁ふ事が出

来るo そして、大5出量から大鳥造を経て住吉浩へ

の登展も第18圏のように容易に了解し得るの守る

る。

との項のポイントは、大吐遁む心桂に気をとら

れ、とれを 4 室型とみる事たし居住心理撃から

大位進が土聞でるる前室と叡聞である奥室とから

なる型式の平面をとったものでるる事を掴めばよ

いのであって、土間である『陀わJ が民家に沿い

て占める地位を. 居住心理皐で知ってさへゐれば

よいといふの守るる。

さて、ととまで讃み通して下さった讃者は. 無

泉主主者の無茶と暴論にあきれかへって、口もきけ

たいでるらう。が. 暴論は始めから承知む上での

長談議だ、いくら吠えてみたととろが、大挙者小

撃者がかまってくれない事は判ってゐるから、敢

て淋しいとは思は友いけれども、従業の建築歴史

術ではもうらちがるか泣くなってゐる事だけは讃

者の胸に訴ヘセゐきたいので、ある o ま 払 ょ う 少

し威張らしてもらふたら、讃者の優秀主主脳味噌の

カで、との茶殻のようえ主大論文からうまい茶を煎

じだして. 何でもよい爵白星の消え残りの星のま

たたき程のかナ〉かな示唆をでも、そちら様自身の

骨折で、汲みとってもらひ? とい. と希ふC で、遣う

るo ( 18.  1. 1稿)

〈筆者は京都市役所施設局管財部管繕課技師〉
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舎 勢 幹 事 曾 事 業 報 告

昭和17年度合勢幹事食の事業報告を簡単に記述

ナる。本舎は御承知の通り童生年前の創設陀かムり

はじめ舎員委員舎と呼んで、ゐたものである。その

目的とする鹿は舎勢の披張ーーと云つでも主とし

て含員の増加ーーを計るにaうれとの目的達成の

ために、直接入舎の勧誘に努力する一方、色々と

事業をやる事陀主主つてゐる。然し訟がら事業と云

つでも、例年協合賞事者に於て立案された営幹事

会へむ僅少主主寄j賞議算によっては、思ふ様主主事も

出来す京、との少主主い費用でもって少しでも合員の

震になる様主主事を計重して1 人でも多くり合員を

獲得し様と云ふ講でるる。

さてとれが目的達成のため、例年委帰されたる

各幹事聞に於て種々の提案協議がされるのである

が、結局落ちつく庭は見事舎、講潰舎と云った様

なものに主主る。鹿が 3 ，000 除名の合員を封象とし

て一一最も地方在住もある韓だがーーとれらの人

達陀少しでも満足をしてもらふと云ふ様な事は、

買に不可能と云ってもよい位、主主か主主か容易主主事

ではないのでるる。見率一つ、講演金一つ計霊ナ

る十としても

1) 古建築を中心とした日本古文化に接するとと

によって、我等の祖先む遺した偉大なる業蹟

をしのび以て我等の建築する心の糧とするた

めのもの

2) 新しく出来上った建築を見摩するとと或は特

殊建築物或は施設の貫際陀使用されてゐる妖

況を見皐ナる事によって今後の参考に費ナる

ためのもの

3) 建築材料は勿論のとと各種生産施設を見皐し

て知識を庚めるためのもの

4) 拳術的主主講演をきく事

5) 時局を中心とした建築に闘する講演をきく事

6) 一般的友る時局講演によって建築家の祉舎人

舎 勢 幹 事 曾

としての教養を深くする事

等身、果して舎員の何れむ唐をねらってやるかと

云ふ事に大き危問題が存し、叉切角計霊立案しで

も時局柄見率先、講演者等にも差支へが多くて、

そう筒. 陀行かえEい等の質情に Sうるのである。

以下本年度に行ひ来った事業の概略を並べて報

告につかへたいと思J 、。

1) 講演舎 2月13 日 於大同ピノレ集舎室

最近の企業整備に就て

大阪府商工第二課長

記 内 角 一 氏

日本木材株式含位組織に就て

大医府農務課地方技師

井 上 太 衛 氏

出席者 47名、講演内容については建築と枇

合 4 月掛記事参照

2) 講演舎 2月18 日 於 清7. k m講堂

努務調整令と供給事業規則について

大医圏民職業指導所長

松 田 徳 太 郎 氏

外 係 官 敏 氏

出席者 44名、講演内容については建築と位

舎8月説記事参照

3) 見李会 8月22 日

2 室生寺/ / ( j ) 建築と悌像

大和史蹟額揚舎主催の見皐舎に合流せしもむ

にして、その槙設は建築と駐舎6月競所載グ{

一山/ / ＨｪＩｾ＠ o。

4) 見象舎 4月11 日

日本赤十字祉大医支部病院分践阿武野勝景

固と阿武山地震観測所

土曜日の午後の好晴に恵まれて、参舎者27名

開院直前白勝景圏一一療養所一ーに到着、中

西事務長の案内をうけて最近の進歩した療養

3 1  11 



設備にその設計を誇る建物数十棟告と 11国共見撃

績いて山頂C 地震観測所に至 b 、各種観測器

に就て種々説明を聴取、庭事裂される鹿多大で

あった。向島容景園の建築霧真は建築と枇舎 7

月誠に所載。

5) 講演舎 6月15 日 於堂ピル清交紅

土木建築請負業の企業整備に就て

商工省化事局商工技師

伊 藤 憲 太 郎 氏

大医府に於ける企業整備の方針陀就て

大阪府商工第一課長

吉 岡 千 代 三 氏

企業主整備を目前に控えて参舎者150名

G)映重と講演C タ 6月17 日 於犬同ピノレ集舎主

日本文化に就て

京都帝大大象院

猪 熊 粂 繁 氏

文化映輩、大和// 7巻及、奥踊寺/ / 3奇長

官余興、奈良名所 J 笑幅亭松鶴師

合員 100名、招待券50名、皐生DO名出席

7) 見皐舎 6月21 日

関西事院大暴講師 北島霞江氏の東遣にて大

和路に寓葉の史蹟を尋ねしものにして前記講

演と映壷のタと共に頗る評判よく参舎者34名

その見皐次第は建築と肘合 8 月説、明日香ぷ

参照

8) 見暴食 9月20 日

生駒山頂の諸施設一一世空道場、滑空場、

青年道場、京大天文基一ーを見撃する猿定な

りしも常日朝来の雨激しく参舎者僅かに 6 名

でありしは甚だ残念であった。

9) 見事舎 10月24 日

浅野セメント津守工場

新鋭、損式設備 F によって撞野ベロセ メント

製造を誇る同工場見皐は生憎くの曇天にも不

拘、ナとぶる出足よく出席者49名。工場長の

説明蕗取後 8 班に介れて工場を隈君主く見率稗

釜する農大であった。

10) 建築必携編纂出版に闘する建議 6月19 日

1 1 3 2  

近時皐術の科皐的研究む建展に伴ひ建築拳亦

著しき進歩登遣を見つムあるも、建築の設計

施工に首りではその経験亦貴重なるは論を倹

たす= 。蕊に協曾の特殊性に鑑み曾員中より、

その血のニジムが如き鵠験の提供託乞ひ、以

てその費料を輝纂出版し庚く曾員に配布、舎

員相互の技術向上と啓裂を主主し且つ青年技術

者の指導誘披を計り益々以て技術報圏 YL費せ

ん震会長に建議せし鹿、早速協議の上採揮と

主主り目下創立25週年記念事業のーっとして

h刊行部舎F めま京野註され着々質現陀運びつ L

あるは喜ぼしき限りである。

11) 特別賛助員資格蜜更に開ナる建議 11月 2 日

昭和16年度合勢幹事舎からも一度建議された

ものでるるが、目下建築新髄制その他と併行

して審議進行中である。

0 備本年は恰も創立25週年記念事業として

見拳舎其他各種の催しが引続いて行はれ

し震、例年よ D も営幹事舎の催回数は減

少を見てゐる。

以上の諸事業主と計壷ナるたあ、十亡、前後12回の幹

事舎が開催され且つ見率先の交渉、下検分、講師

の依頼、舎場の用意等に愛された幹事各位の努力

は相官友ものでるった。一方舎員各位の舎員倍加

運動への御協力と相倹って本年度の舎員増加は弐

の如き成果を得た。尚地方舎員の入舎に相営成績

を見たるは舎勢幹事曾地方幹事各位の努力十てよる

もの多く、共に記して感謝の意を表ナる次第であ

る。

昭和七年度審員入退官及現在数

入倉 退曾 現在監

食 員 188 87 1，467 

地 方 144 31 907 

特 賛 100 38 376 

普 賛 81 59 483 

昔色 賛 /  /  
89 

本年累計 1i 13 215 3，272 

差 引 298名槍加

( 文責柏:毘勉〉
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食 堂

西 側 外 観

ｾ ｉ 復 制 ｩ 沿線必衡のＧｩ ｊ に 家 主主を誇る某 ｴｬｭ 造家の邸宅を前 ＱＱ Ｑ 戸 ｋ 工 揚工員 ＡｾｬＧ宿舎 に

改装! f i i &( 身せ しものの北すれ ば六甲 の述峯 を望砂、 南 は大阪湾を 一 望に お さ

める務滋/ . 苦潤な上i也、 或 は 旋 桜 と 取 組 み、 1iXはノ、ンマーを怒りて終 日 終夜

ＮＡ ｬ￪ 戸長嫡 ｊＶに専 念せる戸在君主戦士の憩の君主として 、 圏諸 足的必読ーに ｾＱＱ Ａ 懲せ しもの ｾ

濃 h

本 館 平 面 園

官

.t 
、~~

本 尿114.50坪 ・渡 廊下31 .25坪 ・浴室20.00坪 昔"165.75坪

2  



/e_ 

食 堂

• 
小 片m、天井荒木

ペン キ然] 長、E主漆

目 ｾｲｾ 君 、 11ミモノレ苦 ノレ

捻

食 堂 東 側 廊 下

@  

応 '{d を見 F す廊下

irle しは i?Ziこ;没けら

れ、 :a.!iて が各 自 の

食日正を洗ふ、

各 寮 面 積 表

祭 別 ， ，皆 I 2 階 延

l 放 165. 75 レ/ 165.75 

3 競 ! 139. 65 I  110.25 249.90  

E 巴 21. 50 じ/ 21 切

計 466.55 1220.50  637.05 

寮 篠 南 側

• 
序ーオ民日本瓦主t、 F  

見 板 ク レオロン主主

窓枠建具イン キ 塗

渡 廊 下

• 
各椋は l火抜廊下に

て辿治せられ各様

毎に玄関、下足室

抑 入等 のま宣伝言あ り

3  
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139. 6 5 坪

設 計

長谷部竹腰建築事蹟所

百忌 工

株 式 曾 紅 中 島 組
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千 木 と 勝 男 木

に 次 い て

津 田

真 か 杜 撰 か 不 注 意 か

盤

撃墜を有せざる私として 、他人のととに闘し彼

是と云ふのは誠に鳥請がましをととではあらふけ

れ共、平素噌讃の折節に心付きたる不可解の諸黙

につきて、識者の高敬を乞はんと欲するの意闘よ

り、此の稿を草したる次第ではるる。けれ共、私

の叙連中にも或は誤謬があるやも知れす，. 、叉人の

批評を招くが如き節々も皆無とは隈るまい。然れ

共事貰に立脚し且つ考詮に念、を入る主事を努めて

書き織る考故、なるべく杜撰の識丈げは克れ得る

事かと f言歩るのである。敢て努頭識者ーの寛恕を希

ひ置く次第である。

嘗て 、私のものしたる千木と勝男木に闘する原

稿中恐れ多くも、悠紀、主基、雨御殿の千木と勝

男木の記事陀、御大典蛍時、京都式場の奔観を得

11 3 4  

'd' t しと、上野陀摸型の陳列があった際かナかに

遠方よりのみ拝観せし詩めとによれ細部を明細

に見きわめ得ざ b し結果、買ひ求めたる版番にた

よりて、記述したるを以て、調査不充分にして、

とり返しのつかぬ大失態を醸したる事に策が付き

し以来常々訂正の折を窺って今日に到った。

然るに、先般展覧舎に出品されたる篤民共他を

奔 し て よ れ 今 自 に て は 既K 時日も経過して、甚

だをそまきに失するの憾なきにしも非れど、建築

雑誌昭和4年7月読を熟覧し、更に大熊博士の雑誌

に御盛衰になりたる園面により、精細に判明し

た。

そとで去る昭和 6 年建築士舎誌に寄稿したる、

千木と勝男木の研究の記事中、千木の交叉賭より

上部長し、とあるは僅か 1 寸、それを飴程長く自

分が感じ居りたるを機舎ある度に強調したる錯畳

的訣りを護見した。斯く友れば最早自分の原稿に

は三文の慣値も有せぎると同時に其の不注意の責

を痛感し、認に衷心より共栄を砕き得たる事を告

白ナるのでるる。

諜りの要黙は、皐に千木部長しと私は記したるに

同博士の固によれば、主基殿上部僅かに長きによ

り先年故久留貞治氏( 元宮内省、投手) に教示を受

けたるものに徴すれば、千木組長8尺4寸にして.

出4尺3寸とありて、丁度 1 寸長きととに君主る。之

れを同博士蛮表の固と針照すれば、一致黙を見出

し得るが故に確賓のものたりと信じ得るのであ

る。然れども 、叉更に念の詩、改め今回重ねて御

数示を仰ぎたるととる、昭和御大躍の時御関係あ

りしものは組長8尺6寸、主基殿交叉結 より上4尺、

即ち下部 6 寸長〈、悠紀殿同じく 8尺6寸、交叉賭

より上3尺8寸のよ し友れば、下部 1 尺長く、悲に

到りて自分の誤り歴然として之れを正すに何等曙

路せぬものである。

醜て、自分が平素散見したる、千木と勝男木陀

闘ナる窮民や参考書を念を入れて見て居ると、後

世に停へらるム圃書、篤員、印刷物、又は貴重な

る参考書、特に人 を敬ゆるに用ひる教科書、続典

等何れも慎重に取扱ふべきは営然のととであって

それ等に蔦ー杜撰や不注意より生歩る誤 Dがあっ

ては、人を導くどとろではえにく、害とそるって、

経の友い物とえ主るのは明白で、ある。 簡って、そ の

間違ひの偉を轄窮すれば、訣りは更に蹟大され、



とb返しのつかぬととになるのにも拘はらすヘ世

上依然として、其僅に看過して居る様である。

文字は園面と呉君主れ再版の場合活字の植替に

より修正され、叉E 訣表だけでも簡単陀修正する

ととが容易で、ある o ｲ［Ｎｾるに、岡商や思ｪＤｴはそう手

f輯にはまいらね。或園面には、千木と勝男木があ

るにもかかはらや 、其質態たるべき窮民K は. そ

れが落ちて居るのか見営らぬ。又説明が明かにさ

れたるもの陀、切妻と入母屋の相違した場合があ

るのも目についた。特陀、歴k の方々の手K 編築

家は相営の機闘を還して強行せられたるものでる

ると云ふが故に敬意を表し、 - k 貨物と封照ナる

努力を省、き. 此れを盲信した結果、とんでも友い

間違ひが出来したと伏すれば、誠陀由々敷大事であ

って、斯界向上の篤に憾み多き事でるる。

今悟りに、質測固に誤りがありとせば、之れは

甚だしき責任にして. 何が故陀質涼IJ したか重大視

せねばならぬ。此れを叉、永年の間訂正する人主主

しとは怪しみに堪へ主主い。向、現業陀於て設計固

作製に首り、慎重t ; ; _ る注意を要ナるは勿論、不備

なる設計固及び指揮により製作を命じ造られたる

ものを 、此れは只間違であると気が付きましたの

でと位では 、現場施工責任上到底鞭く納ま b のつ

かぬととは勿論である。勿論、一容を完結して是

を蛮表ナる迄の著者の苦心と努力とは、並大低の

ものではない。其の黙は謹んで敬意を表する。誤

り決して編者丈けに責任を云々ナるものでない事

は首然である。叉多くの人々の手を経る聞に無意

時の裡に生ヂる所謂間違は 、一面よ Dは深く笹む

べきととで主主いかも知れぬが、他面より観察すれ

ば無- 代償配布のものは兎も角としても 、堂々と代

慣を徴して賀捌かれつ L あるものは、護表後にで

も決して差支えE く調査監修の上、設りを明かに E

したいと希望する。

そとで千木と勝男木には種々の形態がある。そ

れを表はナに給議、国菌、第真、摸型、貨物がる

る。裂表前- k 貨物の現存するものは、之れと封

照すべきが理想否忠、貫主主る主義徒の君主ナぺき大切な

る資法である。然し是は仲々容易のととでは友か

らふけれ共、出来得ベくは斯くして考査の上裂表

したいものと念願する。

向拙務中本来なれば伸明治りの千木と置千木を

直別し、更に叉、目安男木の位置は千木陀擦ふか然

ら古るか、或は等分害IJ か寄激か偶数か角か丸か多

角形か交叉は合歓ぎか叉はかさえ主り合ひか、叉勝

手はどふか等其他を詳細陀害かねば君主らぬとと

を、等閑陀附し、甚だ無責任を感じ相i努まぬと考

へてゐる。千木と目安男木とに関連して 、少しく神

社む一部に及ぶとと諒とせられたい。以下二三の

例を穆ぐれば、

1. 日 本 建 築 圏 集 第 一 集

大祉の馬民と園面と相違せるやうに思はる 、千

木首l より見れば、吾々の衣服の襟と反到に 、交叉

する形即ち左前ならん、且つ風切穴記入君主し定め

し原闘の訣 P を、其偉窮したるものか

2. 建築術語集建築畢禽五十年紀念

大枇浩 150ぺージ 、ム圃の左、千木かさなり合

ひにして、前より見れば反封陀書くべきもの友ら

んか、且つ風切穴なし術右固にては棟上千木 8

本線としてあらはすべきものならん、i!. pちかさ完工

り令ひ怒れば、

住吉造 150ページ、下回の中真より左の方、勝

男木手前に見ゆるは断面をるらはしたものにて原

固定E らんか、帝大所離二十分のー園には鮮明陀あ

らはれｾれど本圃は縮園されたるものに 付、中民

棋を太く且つ上部に引伸 し筋商を特に黒 く塗り示

せぽ一月号親切君主らんか

3. 日本著名建築鶏轟帖

大 祉 建 圏 第 1 園此は入口の部分見蛍らぎる

は如何主主るものか、向叉千木の形住吉神祉に似た

るものをのゃあるらしく思はる。

春 日 造 第 B 圃吉田神社本殿のものをあらは

し遣うれ千木よ D見れば、春日紳祉の長く反りあ

る型の方よくはなきか如何のもりか、

4. 日本建築僻葉

大枇造 入口の部分主主し、且つ千木の勾 配及長

さ異友る如く見受く 、168ぺージ

住吉造千木勾配異なる如し。且つ合猷ぎなれ

ば固む通りにては如何なるものか、BB7ページ

春 日 進 吉 田 紳 祉 の千木をるらは したる ものか

春日紳祉のもの友れば上部長〈反り ある筈。何れ

のものか明記るるがよろ しからんか、97ペ ージ

5. 訂正増補 日本建築史要圃

厳 島 神 社 本 枇 本 殿 圃 面 に は 千 木 勝 男 木 あ る

3 5  "  



が如く記されあれど、第 108の馬民にはなきが如

し。依って同祉務所に問合せたるととろ、無し、

との返信陀接す。

イE し臼木建築史闘録 2，396の篤民末吐荒胡子紳

f辻本殿ー聞社流迭には左右の 2ケ所に千木と勝男

木あれ有無、問合せたるに、然れとの返信陀

接す。

6. 日 本 建 築 下 巻

大社千木の書き方相違ではなき か 275 ペ ー ジ

春日進 E 面園時しあれど之はある方よるしから

んかと私考ナ。

7の1 木 葉 禽 よ

第B圏第4園出雲大駐千木かさな D 合ひ間違ひ

のやうに思わる。随って棟上は 8本にるらはす方

よるしからんか、文風切穴主主し。

住吉途 中央よ b 左一部断面に付勝男木内側に

あるやう見ゆるも、之は断面高と鮮明にるらはさば

判然とするならんかと思はる。

7の2 木 葉 曾 下

134建問 135筋 商 圃 吉 備 津 紳 枇 本 殿 及 拝 殿

一方断面固にE泰男木z T t て他方建聞には友きが如

し。

8. 大建築畢 5巻 1別

出雲大祉入口の部分なきが如く見受く

春日遺何れのものとも明記友会に付、不明友

れど春日紳祉のものなれば、上部長く反りある筈

226ペ ー ジ

9. 日本建築史曇考圃集

上代E 商 大 祉 活 千 木 か さ な D合ひ左前にイサ

圃は異君主るやうに思はる。且つ大切主主る風切穴の

記入友し。叉側面及断面園棟上は 8本線陀昔うらは

すべきもむか

追 記 春 日 遣 に は 千 木 の 長 短 あ る が 如 し 奈 良

の春日紳祉のものは長く、他に春日造りにて短か

きものるり。

流造 には置千木あるものと、然ら古るものと

あ b 、説明には何れにて差支友きが如くあれど、

念の詩恩師に御数示を仰ぎたるととろ「残存せる

古建築陀就いて見るに流造り に大概千木主主き援で

ある」と、本稿1と2 と8の固には置千* 主主く Bの固

にはあり。主邑記参考とす。
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L私の重昔J t ; を起したる版膏3

以上の外陀も、或は見誤りがあるかも知れぬ.

否なからんととを希ふ。 只自分としては. つまら

ぬあらさがしを君主し、悪意に踊者其他の誹諦を主主

ナ考へ主主どは毛頭なく。他山の石以て後来k 訓め

たき一念に外主主らぬ故t亡、努頭卒先して自己の誤

D を告白し、圃番閲覧中ふと眼に止まりし二三を

時き撮り. 大方C 叱陀を乞はんとナる次第でるる。

妄 言 多 謝

t量産者は常国建築設計監督事務所長)

寄 喜 楽 散 策

金 丸 哲 夫

序 曲

なだらか友丘の起伏、その斜面に鞘在する大和

風の民家の群、冬枯れの木k 、夫れ等のナべてが

新春の滑らかた光の中に輝いてゐる。のどか友鶏

聾がひとしきり。

正倉院裏のゆるやかえ主坂を登り乍らゆくり君主く

も眺め得た奈良郊外の一時でるる。

新 薬 師 寺

破れ果てた築地にそって行くと、とるる門に辿

b着く。かナかに法華宗新薬師寺と譲まる寺札が

か ι ってゐる。臨る胸を 抑へ乍らそっとしむび入

った。



新築師寺! それは奈良の西郊につ L ましやかに

建てられた尼寺である。古の築基実も今は2さしくさ

びれ果て L はゐるが、此所ばかりは卒和の光が満

ち満ちてゐた。踊陀の浮土を思はす様主主との静け

さ! 私の心はいつしか倣喜の涙にぬる与のだっ

た。

南門を背陀して見る金堂、友っかしの金堂! 私

には今始めての新襲師寺であるが。然しどうして

さう思へょう。待ちf焦れた人にでも合へた様左心

地でじっとそれに見入った。

すべての虚飾を排してかく迄に洗練されたその

姿! 屋根の箆が澄みきった青空の中陀青磁色陀ひ

かつてゐる! 私は黒い筈の瓦がとんなにも美しい

とは夢にも思は主主かった。

力強い軒の反り!

桂に板戸陀徴かに残る朱のにほひ!

如何にも尼寺らしい優しさの中にやはり雄海なる

天王子の気暁がひしひしと感ぜられる。

自に染みる様友壁の白さ!

紫ｾ含む軒反りの影のうねりＡ

人工のスグリーンの上に自然のあや主主ナ徴妙友

色の配合!

今、民冬のある晴れた日の午後である。 j貧寒い

大気がひしひしと身に迫って来る。然し私の心は

との寺院に漂ふ霊友る静けさと平和に融けとんで

あたムかえ主ものが満ちてゐた。

低佃叉去り難く池昨陀作み、との清浮の寺院を

鳩とする雀遂を見ゃった。

芸名幅な雀逮! 私もた前達とと与にとうやって何

時までも・・

唐 招 提 寺

暮れ易い冬の日が生駒の山に落ちる頃やっとの

ととで唐招提寺に辿り着いた。

然し一歩院内に入ると、足の痛みも忘れ果て打

ち並ぶ金掌の桂列や講堂のめぐりをつムき廻る私

だった。そして今迄さ程気にもとめ主主かった鎌倉

期の櫨堂にさへ静か友美しさを感じた。

ひとつとひとり居君主い合利肢の前運来ると大工

遠の焚火の跡らしく煤けた石とろや瓦けが積んで、

るった。私はそれ等を爪先でつ L き乍ら何の気な

しに振り仰いだ。一瞬! 胞の凍る思ひがした。講

堂の側面破風の所にある1 ] 、窓が開いてゐるのだ。

しかもかすかな風にゆらいで、ゐる。事質私はその

窓、からあの羅生門の鬼か夜主主の首がにらんでゐた

按君主幻想に騒られたのだ。閉じてしまへばあんな

所にと思ふ様な白塗の高窓で、言うる。

私の心は知らすτ知らすっ: 千古の芸評に還って行っ

た。その頃の奈良の都、治安は保たれてゐたとは

云へ華やけき都大路I亡さへ夜盗が出たとのととで

あった。そして幾度か獄門の首が晒された。まし

て都が平安の地に移り一主主にさびれて行ったるの

頃…- 。

ふと我に返った私はとの奇妙な聯想に覚へ歩ほ

ムゑんだ。そしてとん友想ひをさへさそふ策昏の

唐招提寺をしみじみとえ主っかしく思った。

先程から、いややそらくはす= っと昔からとの静

疲をやぶる只一つの昔が聞へる。

それは片隅の露盤からるふれ落ちる水の音守あ

る。

寂莫の古寺に聞く水滴の昔: …・・ 。

そっとその水た手を浸した。

ｾＮｉＮ＠ !i 露盤の中に我が美はしの金堂が浮んでゐ

るではないか!

濁を出る 7. K の波紋にゆらぎつム朱の佳が. 軒が

屋根が、かくも鮮かに!

私はひやムかえにタ聞の中ｮＺＺｾうたムかい思ひでじ

っとじっと露盤の7. K に見入ってゐた。

法 隆 寺

一遁けさ培走見て一

私達はやがて北館へと蹴く廊下に出た。宇ぽ血

走った瞳を造か彼方に馳せた時. 老松の中に聾り

立つ塔を見た。

此底から見る塔! ゐム何と優美えにその姿よ! る

のj仕重の絵り塵しつけられる様友重塵感はもはや

此庭からは感ぜられない。遁かえEる昼間は何時 し

r モF巳ぜ

か人工の美を自然の美に融和して和々しい優しみ

をさへ加へてゐる。やム碕薄になった雲聞を通 し

て来る光、グエールを透 して降り注いで来る春白

光が静かに塔を j照してゐる。私は其慮に疲光C 中

にほムゑませ給ふ御悌の姿を拝 した様主主祭さへ し

た。

数世紀に亘る時の潤風はその色香を奪ひ細部を
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傷つけはしたが. その魂を胃すととは出来主主かっ

た。否その上に人工ではとても表現出来ない「さ

ぴ」を残して行った。

静かに頭を廻ら し郊外を見ゃった。そとには千

年後の即ち現在の人々の営みが見られた。絶へ古

る街l悌の恵みに浴してゐる純朴君主人々の生活! 成

程そとには文明のいぶきがか ι つてはゐる。然し

その傾ける家々のた L 歩まひに破れ果てた築地の

丹土陀飛鳥の香り，が感じられた。念と緩とを巧み

に交錯した屋根の勾配陀、民自き塗壁陀見いる時

何かしら私はあた L かい徴笑の湧いて来るのを' 覚

えた。

一百 漬 観 音一

堂の真中にすっくと立たせ給ふ百済観音を奔し

て私の心は云ひしれぬ:t;.cD.I. ぎに浸った。

あんなに私の憧れたあの御姿をかくも翼近に奔

し得ょうとは、その殆ど香気を裂するかと思はる

ム楚々たる御姿を・…・・

そはかぐは しの飛鳥の御代に華と換き出た美 し

の墾術の象徴である。強れをしらぬあどけ友の其

の顔。すん主主りと流るム其の肩。つムましくも伸

し給ふ其の右手。そっとかろやかに瓶をぽつまみ

給ふ其の左手。そ して之等のナべてをつ L む彊々

たる大気。私は心の奥底にとめど友く流る L 歎喜

の涙に浸った。私達の組先が. かくも窮買を超越

して紳聖陀迄高められた御悌を作 P得た、その事

責陀劃して、どう して涙ゑ しには居られよう。今

を去る一千三百年、事予そら くは涙もでき割j みし作者

の意企は現在に至る迄その事情を傍へて心ある入

を醇はしめるのである。 作者既に主主く其の名さへ

判然とはしてゐ君主い。然しとむ像の存ナる限 D彼

の人はとの御悌の中に生きてゐるのだ。時の潤風

は何物をも容赦 しはし主主い。そのかみの美は しき

御膚の粧ひも 今は空 しく剥落し一種不可思議の光

海を放って居る。

私は以前 、潰回育陵氏の著なる「百済観音」を

結いた。そ して氏が此の御悌を群像鉱立する奈良

博物館内に護見されてその場所の悪しきを慨歎さ

る L 係りを諌んだ。 今 とそ、氏む望まれた様に観

音は只一躍寂光漂ふとの部屋の主人と して立たせ

給ふのである。潰田氏は今はもはや亡い。私には

1138 

氏の安局f<2)笑みが感ぜ られる。

現在む私にと って、かくも異涯に奔 してゐる私

にとって 、との{ 象の系統如何はもはや どうでも よ

レ、。

美と遼との融和によって奏でらる ム音紫色中に

浸り乍ら只ひたすらに議鮮の溜息をつくのみであ

る。

終 曲

今! 大和の王子野が暮れつ L ある。

真赤友夕陽が平城京祉の彼方に沈んで行く。

見よ ! 昼々たるそのかみの宮居の祉が. 黄金の

色にひかつてゐる・ ・・ - … ・…・・。

〔筆者は大阪市役所建築部防火改修深勤務〉

媛 房 換 気 装 置

冷 房 冷 蔵 装 置

温 濃 度 調 整 装 置

給 湯 給 汽 装 置

病 院 設 備 装 置

水 準 荷 生 装 置

裳 他 建 築 設 備

設 計 施 工 製 造 販 賀

喜霊 山 田 工 務 庖

本 医 大 阪市西区土佐湖沼二丁 目十四呑 地

f包括土佐掘201 0 ・6 5 77 ・7 6 4 1

出 張 所 名 古 屋 市 東 区 矢 田 町十丁 目十六番地

電 話 千 種 9 7  1 呑



大 塚 錦 三 氏 を 悼 む

眼も聾も喜子もかけ・と君主りて年暮る L

昭和17年12月初日早爵 2 時35分. 氏は 55年の長

い歳月の頁を閉じて、家族や親しい2支淫らに看護

られつ L 文字通 D莞爾として際目された。

食道策定主氏は殊に甘いもの好き主主ととは有名で

その駕め現年は始怒胃を損ねて苦しんでゐた。病

が嵩じて胃潰蕩となったのが死因と謂へょう。然

し最近大腫その病気は治癒しつ L あった由である

が肝臓に癌治号見はれて、衰弱甚しく再起不能と主主

ってしまった。去年の 11月28日より絶割安静を聖書

師より宣せられてゐた。死の迫るのを自売するや

氏は心境忽ち明哲、日頃信奉する法華経三味の法

悦境にひたって、莞やかに只その死を待ってゐ

た。臨絡の床に於いて看護る皆に、一人々々手を

握って別れの言葉を述べて、ハツキリと我々の耳

陀響くかのように『南無妙法蓮華経』と本常の最

後の聾を残して浮土とやらへ一人旅立つ大往生を

途げた。

氏とは25年来の知友でるり、身中の一人でるる

自分がとの遁悼文を書いて、氏を偲ぶのに貴重友

る本誌のとの欄を借りるのは誠に私情に趨り過を

る誹しりがあるかも知れぬが、故人と木建築協舎

とは皐にー舎員の逝去を紙上の一隅に蛮表して故

人の冥蹄を祈る月並的友報告では済されぬ緊密主主

闘係がるるので、是非本欄をかりで之れぬ紹介し

て置きたい。それは本協舎が生誕して護足ナると

り出しに数々の憶れた功績がるったからである、

それ故にとムに営時の模様を這憶して合員諸君と

共に氏の長逝そ悼むととにする。

諸君も御存じの通り本協舎は奮稽関西建築協舎

と稽して、大阪市東直三越裏の片岡建築事務所陀

今から 26年前の大正 6 年春吉日生誕したのであ

る。偶々、営時故人は職を片岡建築事務所に奉じ

波江、吉木氏の元に、主として竹谷氏らと現寸圃

西 村 信

を書いてゐた。営初建築協舎の難誌の絹輯や雑務

は殆ん E 所員が之れ陀営り 、設江氏の如きは全然

事務所の設計業務は第二段として迄協合強足に全

力を注がれてゐた。阿部額則、小谷信臓の雨氏も

臆援として来所されてゐたが、何分他十亡本職があ

る方とて充分執務するととは不能でるるので、自

然故人に其の大字が負荷されてゐた模様でるっ

た。建築設計事務を毎日 5 時そとそとに切り上げ

では、近所の排営屋から 20鐘の牛鍋を取り寄せ倉

皇としてそれをバク付き、原稿の清書に或は雑誌

の宛名かき、倉員集会案内放かき等に毎暁遁くま

で文字通り奮闘してゐたのである。協合成立の初

期は現在の如くその機構も整備してゐ友いので、

相常複雑した事務が山積してゐた由で、それを只

一人熱心にしかも一生懸命鹿理して協合型展の基

礎を堅め、主脳部の企劃陀或は運営に高遁憾友か

らしめた事は、建築協会々員の深く銘記すべき事

である。筆者は丁度その 1 年後の大正 7年 4 月片

岡事務所陀就職したのであるが、協舎事務に動員

された事は勿論である。同甘共苦、一所に仕事を

してみて氏の事務鹿理の熱心さに動かされた事・が

再三で友かった。向ひが丁度中尾都山師の居宅で

夏の夜更け尺八の高音が響いて来たが、今も備と

の耳底にある思ひが して懐かしい。

協合雑誌の第 1 輯第 2 輯は片岡舎長の原稿執筆

が多くそれに挿入園面も相営量るって、それを皆

故人は地聞や原園より トレースしてゐた。或時筆

者もその諸国を治手停ひした事があった。それは

奮い江戸市街固であって、各部分、各方面に斜棋

を引いた b 、黒色に塗り潰したり、叉は碁盤固に

直割ナるのであるが、筆者の平行定規の使用がぞ

んさ・いだ、そん主主事では著者に劃して櫨を失ナる

では君主いかといたく叱責されて赤面した記憶がる

る。九帳面主主故人の字面がよく顛はれて居り亦ー
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面よく片岡舎長K 奉公の誠の精神が伺がはれる事

である。

との様にして第1輯よ b 第8輯頃までの関西建築

協舎雑誌には多分に故人の意思が、その内容に盛

P込まれ、事蹟が伏在してゐるととで②る。

第二の最も重大友る功蹟は建築協舎が主催して

阪急沿線箕面村樫ケ正に日本最初の現物での住宅

博覧舎を開催した折の故人の努力である。片岡事

務所員として亦主催者建築協舎の博覧合委員とし

て Y ある。首時の役員や委員は線、て博覧舎建築物

の建築には、皆相臆経験もあり抱負もあてコたらう

が、博覧舎を主催経営する賠にたEると一介の素人

の寄り合ひでるった。そとに纏め役として或は住

宅建築工事む現場監督として氏の苦心なり努力は

並大低たととでは君主かった。それK 時代は住宅改

良の聾が喧ましい折柄とて一段と工夫、堕梅に留

意せねばならぬ。っとλ には居を移して舎場近く陀

引越される迄にその難事業に、若かりし氏は情熱

を燃されたのであった。備その樫ケ丘の氏の性J絡・

や趣味にー呑よく馴染んだものと見え、爾来20年

在余り其庭を永住の地と決め、住宅を建て敷地を搬

張して園婆陀或は農耕に関j しまれてゐた。筆者も

其底を健康地であるとと、子供を育てるには最適

の地守主うるとて勧められて氏の近所に幕ナ隣組の

一人である。如何に氏はあの棲ケ丘を愛好したが

伺はれよう。その好き左足土地に、自分C 建てた住

み家で師走の慌しい中に莞爾として眼目したので

あるが、氏も亦本撃のととム思ふ。

倫氏と建築協舎との関係に於いて、元片岡事務

所員の親睦舎たる三寸星舎とにも色々と遁話もあ

るが、 a 紙苗の都合を慮かりと L にとのこつの物語

に止めて氏む偲、ぴ草とする。( 昭和 18年 1月15日合隼)

( 筆者は大阪市電然局高速鎗主主建設探庶務課)

「 紫 畑 室 」 原 稿 募 集 /
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決戦下感激新? と君主る昭和第四春陀営れ新瞳制要望. の

吾建築界のため、活気溢れる 11随想ト 11研究11 i等各方

面に闘する説者諸賢の御高見を褒表致したく存じまナ

原稿用紙は御執筆の御意向を編輯部まで御通知下きれ

ば念迭申上げまナ。何卒奮って御投稿あらんととをい

置 土 画 法 人 日 本 建 築 協 曾 編 輯 郡
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曾 員

故 大 塚 錦 三 氏

昭和 17年 12月20日合員大塚錦三氏

病のため長逝さる。

氏は本協合創立? 首初よ P合員とし

て片岡建築事務所に勤務の修、創立

事務に塗力せられ、爾* 各種委員幹

事等に就任本合後援のために功績些

からざりしに、遂に病のために逝去

せらる。淘に哀悼に禁へず主主に宵照

・と略目撃を揚げ遊んで吊意を表す。

1 . 氏は明治21年 7 月 3 日紳奈川勝

横須賀市に生る

1. 大正 3年 2 月早稲田工手母屋校建

築科卒業

1. 大正 3年 4 月陸軍省中野無線電

信聖堂に就験、同隊よ P 中3i:. 方商

へ出張建設工事に従事す

1. 大正 6年辰野片岡建築事務所に

入所、問所よ P 野村銀行、山口

銀行、大阪毎日、大阪市際会等

［［ＺＺ再生 Ｑ ・ヤ布 ｙ 可［でＺ・何＿ぞ ＺｲＺ［Ｎｾ 芳 ＮｺｹＺ ゴＺ Ｚ ， Ｎぞ句 ｬＮＡＺワ

ｦｦ さ Ｚｆｾ 奪三＿話会 Ｚｾｴｾ 隷 ＺｊｾｪＧｩｾｦ ミ

1. 昭和同年 5 月安全祭遺株式曾最土

に入社今日に至る

昭和 17年 12月22日逝去享年60歳

常 務 愈 ( 第 1 回)

時 1 月日日午後 5時3D分- 8

時3D分

所 本合集合室

出 席 者 砲 事 絵 本 則 合 長

監 理 事 池 図 監 事

議 事

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 紀

薮中三主記、小林主計

桧久保主計、伊藤編

将、大下網輯: 、小林

編輯

1 . 常務合定例日に関する件

2. 一月例舎に関する件

3.評議員舎開催iの件

4. 幹事委員委帰の件

5. 陳列場一部署警夏利用の件

6. 支部設置問題の件

ＷＮ 曾重量外来立不能 κ 廊ナる ｾｭ 金

補撲の件

8・職時市民生活科修展覧合事寄助の

件

Q. 引絡事項検討の件

10. 合員詮衡

報 告

1. 記念事業務報告

2. 12月分舎計報告

3. 出征入管報告

主 記 曾 ( 第 1 図)

時 1 月 9 日午後 6 時- 8 時

所 本合集合室

出席者桐本主記、佐藤主記

設計及現場監督として汲遺きる |  中西主昔日、薮中主配

1 . 片岡建築事務所ー解散によ P大正 | 誠 事

12年 5 月日本生命本艇に入車土

J . 昭和 10年 3 月波江建築事務所κ

入所

1 常務曾引総事項の件

2. 委員幹事致還の件

3. 定量史研究に関する件

4. 陳列揚南側利用方法の件

ＵＮｾ 合協合合併に関する協議委員

の件

6. 一月例舎の件

7. 支部問題の件

8.南方建築展覧舎の件

9. 建築と防空展金湾市に開催の件

10. 評議員合開催の件

編 鰐 常 務 曾

時 1 月15日午後5時3D分- 8時

所 本合集合室

出 席 者 常 務 伊 藤 和 夫 、 大 下 順 三

郎、小林務

議 事

1. 昭和18年度編輯幹事長妥燥の件

小称清再選

2. 昭和18年度編輯幹事委喝の件

生駒忠彦、小川豆、尾e済四郎

菅陸二、棚梼E京、中野順次郎、

星庚文、槍弁敏克、宮崎泰夫、

山口豆、吉田信武

ＳＮ 記念ｾ編纂都合幹事委婦の件

宮崎春夫、尾e清四郎

編騎幹事曾 ( 第 1 回)

時 1 月22日午後 5 時半- 8 時

所 本合集合室

出 席 者 幹 事 長 小 林

議 事

常 務 大 下

幹 事 生 駒 、 尾 勉 、 菅 、 星

宮崎、山口

1.昭和 18年度銅斡構成に関する件

2. 3 月号虎編斡方針決定の件
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倉 員 動 静

惑小川西入 t南海鍛
59 ( 南海土木建築縁

皇室株式合匠土工務部管
式合軍士〉

繕課)
柿 迫 定一君 東 成ili 北生野町 1 の

:内:む

高 松 f呆 君 北 直地下町 4 ( 長谷
54 く白星f)

部竹腰建築事務所〉
掛 谷 茂 君 豊 中 市 大 字 新 完886

司，、.... ｾ＠ 谷口直二郎 君 布 施 市 横 沼 町 1 の 10
く鋳谷工務研究所J

17 ( 小西組)
合図 弘 道 君 堺 市 演 寺 町 下 石 津85

曾
員 西島徳太郎君府下豊能郡中豊島村

( 土木建築請負業〉

混 Eま
一君 京 都 市 東山区一橋宮 字服部4 1  8  C長谷部

武 周 克 明 君 北 区 中 之 島 5 の30

内町12 く不動建築事
竹原ー建築事務所〕

( 武閏工作所〉

務所〉
藤 井 信一君 府下北河内郡守口町

中 川 孝 吉 君 東 成 区 東 桃 谷 町 1 の

伊藤 輝治君 兵庫罪悪伊丹市字梅木 京阪本遁 2 の 1003の

5832の 6 く日本綾械

336の 73 ( 竹中工務
11 ( 浅沼組〕

工業株式合批大阪支

官〕
古川 隆三君住吉1 i l l e 国主豊本町 6 の

底〕

池 周 三 郎 君 比花直玉川 3 の34 42 ( 建築政計業大都
イ中野嘉一君 浪 速 区 東 紳 田 町865

く自答〕 ヱ務1苫〉
( 瓦版変施工務負業)

上 回 恒 太 郎 君 京 都 市 中 京ili 壬生防 童書原 q食生君 神戸市灘ili 篠原南町
イ中野豪一君 浪 速E 盟掌町 1124

按 町 1 ( 長谷部竹腰 3 の472( 長谷部竹腰

( 瓦販賀施工務負業)

建築事務所〉 建築事務所〉

三 上 子 ー 君 府 下 三 島 郡 阿 武 野 村

大 森
孝君 』比花区春日出町上 4

松 山 一 之 君 吹 関 市 荒 池 町2270

宮周住宅地( 大阪市

の27 ( 銭高組〕
( 小西組〕

水道局土水建設課〕

川 崎 隆 司 君 佐 古ili 村上町 9 の 4
宮 崎 敬 三 君 天 王 寺 直 上 汐 町 5 の

青年ロ f雷太君 西区土佐湖沼 2 の33

〈南海織選管繕課〉
5  C建築設計業〉

( アサヒ商曾〕

木村菊次郎君 京都市中京直南事幸町

村 上 書写君 旭ili 菊森小路北 3 の

森
定 一君 堺 市 滋 寺 町 大 字 下

押小路上金吹町462
22 く長谷部竹腰建築

1001 

木村辰エ王寺底( 請負
事務所〉

普通事重助長

業〕

地 方 曾 員

橘
管 失 君 佐 世 保 海 軍 建 築 部 第

木村直二郎君 京都市中京ili 雨事幸町

ニ職員官舎く佐世保

f甲小路北入金吹町く

北村幸男君山口ｾ熊毛郡室積町
海軍建築部〉

請負業〕

南町 1 宮本笑止寂
中 度 時 三 郎 君 浪 速 区 東 紳 周 町873

清 野 彰 君 吹 関 市 妓 ケ 前 1394 (  

方く央海箪建築部〉
( イ中堅苦梅太郎商底〉

長谷部竹腰建築事主事

酒 井 勝 治 君 横 須 賀 海 軍 建 築 部
池間 新一君天王寺区大量生 4 の78

所〉

四 方 E 君 京 都 府 何 臨 郡 東八回
く建築工事務負業)

佐 久 間 省 二 君 京 都 市 伏 見 区 下 鳥 勿

村中山く舞鶴海軍建
山 本 氏 郎 君 北 直 北 篠 田 町 17 日永

三 町 大 沼 公 介 殿 方 (

築部〉
貞次郎殿方〈竹中工

京都府警防課〉

羽根回 金吉 君 三 重 勝 度 合 郡 御 関 村
王寺1古〉

佐 藤 喜E君 普通賛助員よ P 車事格

大字高向 13の 1 ( 大

後 川 春 雄 君 兵 庫 蘇 武 庫 郡 御 影 町

蔵省管絡管財局〕

石康字旭結248 ( 長

橋 本 管 治 君 山 口 勝 熊 毛 郡 光 海 軍 『 d 、M， 畠
... 

谷 線 竹 腰 建 築 事 務

工廠

曾 員

所〉

特別賞助員 長嶺終申君、保図稔男君、芦回 IBIC

関川善兵衛君 普遜望書助員よ P 車事格
阿 南 秀 吉 君 西 磁 土 佐 堀 2 の33産

一君、井口博君、鬼武信夫君、樫

問 中 立 典 君 住 吉 区 大 領 町 2 の31
業ピノレアサヒ商舎内 原透君、木村英夫君、久保関際索

く内外木材工準株式
く建築用金物2主主主料 管事義君、西烏勇君

合 R土〕
販頁〉 強 方 曾 員

高 源 次 君 京 都 市 上 京 区 下 長 者 大 塚 議 君 住 吉 区 阪 南 町 西 3 の
荒川l充美君、 甲木秀治君、会子安・

1142 



男君、森脇那之君、和田彰久君、

大坪巧君、問中武君、山本敬治郎

君、吉村孝義君

特別賞助 員

山中喜代治君、荒木重義君、小林

敏夫君、徳田豊司君、上潟傍八君

小! 鷲ー喜君

普通貨劫員

伊東主主君、近藤春男君、西野春夫

君、堀口芳男君、阿辻基君、神山

明君、下回通夫君、山崎義男君

ヨ干潟7

倉 員

伊藤 敏勝主主 成鳥理系仁保町背l崎82

の 2 川{ 1 骨粗出張所

後 部 幸一君静岡県系静岡市八幡本

町 6 の 17

倉周 一郎 君 北 区 池 岡 町 3

粟倉幸之輔君 防府市岡島新上池東

3 の丁 1470銭高組詰

所

大 隅 武 夫 君 西 宮 市 湾 門 川 町67

小川千里君住吉m : 昭和田T中 2 の

35 

iil:;内 茂君和歌山県草海草郡加大

町北丁 1676

根 岸 坦 君 豊 中 市 豊 中 南 通 2 の

3  

庚 淑 誠 司 郎 君 住 吉 区 旭 町 1 の32

東 本 修君兵庫県草川護郡多国村

新聞 182

松 森 修 大 君 検 演 市 機 子 直 中 根 岸

町 1 の42 鈴木清四

郎殿方

森 山 清治君神戸市林田m : 片山町

3 の 147の 1

吉 本 一 夫 君 三 重 県 草一志郡米の庄

村字市陽梶田殿方

河淵元三郎君 下関市大字蛍 i浦村字

古滋3449 大林組長

府出張所

鷲 弁 済 子 君 豊 能 郡小宮根村 1679

向弁 忍 叉 男 君 央 市 西 畑 町27 大阪

橋本線央山張所

香川 義男君三重量蘇湾市大字小森

高茶屋工事協力班株

式合軍士西本組事官出張

所

地 方 倉 員

直原 イ言語E君 新 京 市 滋 照 街6O2 満

洲映禽協合

藤重土希雄君 ? 荷洲図遼陽第六九三

部隊

荒 谷 五 郎 君 名 古 屋 市 東 直 卒 田 町

21 

奈 良 崎 二 彦 君 呉 市 東 片 山 町76

飯 野 藤 吉 君 山 口 豚 厚 狭 郡 王 事 村

大林組王事出張所

繁 周 貸 君 住 吉 直 西 今 川 町 5 の

10の 6

4恩図 書喜作君 鹿児島県草高鹿町94

直接主幹 事子雄君 長崎市南 山の手町 5

大林組南山の手出強

所

;岩 有 晴 樹 桧 君 和 歌 山 市 中 松 江2000

住友化祭工業株式合

佐和歌山製 造 所

香川義太郎君天湾特別行政m : 三銭

路東洋紡績夫常事務

所

湊 源 太 郎 君 東 京 市 世 国 ヶ 谷 区 北

i翠4 の328

天 井 勇 者 満 開 市E土家町21 の 1

清水組九州支! 苫

小川 昂三 君 東 京 市 京 橋 直 賓 町 2

の 1 清水組本底

池問 機 殺 君 東 京 市 日 本 橋 区 本 石

町 3 日本銀行建築

場株式含依藤木工遺書

底出張所

杉江 直巳君神奈川揮系逗子田T標 山

818 

山口 末 吉 君 和 歌山県系和歌山市 新

堀弁戸町 14

鍋島 辰雄君 日高郡和同村和健保

療養所工事場不動建

築徐式合軍土問E長所

普通費劫員

浦野紋次郎君 朝鮮京主主府堂山町

210 大日本紡績京妓

工場 内

赤 禿 良 一 君 北 区 市 野 田r 29 粟 向

敬f古殿方

岡 本 豊 次 郎 君 下 関 市 西 細 江 町 清

水組下関出張所

中 山 草 案 吹 同 市 片 山 本 郷282

清水寮内

積 回 準 君 旭E互南島町884の37

中尾恒之輔殿方

近 藤 正 男 君 朝 鮮 京 披j存水標町25

j- 改 姓 三1

倉 員

末 政 清 子 君 ( 信 姓 鷲 弁 〉 豊 能 郡 小

曾 根 村 1679

［ ヲ…ｾ
地 方 雪量員

宏 戸 秋 生 君 昭 和 17年 11 月29 日逝

去

檎 主 亘 武 弘 君 昭 和 17年12月 4 日逝

去

黒 海 研 君 昭 和 17年 12月7 日逝

去

( 謹んで哀悼の意を表す〕
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古い住宅も新築同様となる

新築住宅にお手入のいらぬ

ヲ骨新築家屋養素加工

新築落成と同時に本所濁特のl !

y 液にて洗浮し木材望号色の原因

となる街液を取り、英のよをピ

ツにて仕上の加工をすると完全

なる豊島色防止加工と. なり、優美

なI ! を有しフキヨミの努を省官

頗る経済的です。

土

木

建

築

請

負

業

盛

* 古家屋新華豊美繁加工

古家もピツ液で洗浮ナると新築

同様となり、其の上を新築美索

加工と同様の加工をすると前者

同様の結果となる。

( 欄 技 術 開 し ま す か ゆ 所 )

の請負加工と致して居 F ます/

工

務

大阪市天王寺区東平野町四丁目ニー

美素工業所

管

業

所

大

阪

市

北

区

地

下

町

十

五

番

地

雷

隠

堀

川

③

一

四

二

九

番

庖

窓 際 突 王 寺 (77) 周 0 0 三 番

片 掛 パ ッ キ ン グ

角 打 パ ッ キ ン グ

務自建 築 と 社 曾

第26輯 第 2 競

毎月 l図1目玉造行定古賀@

昭 和 18年 l 月25日印刷

奇行ZF吹 戸 川 弘

大阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

刷 所 新日本印制有限曾駐

大 阪 市 北 直 南 錦 町 46 番 地

行 所 紋 日 本 建 築 協 舎

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 ノ 3 朝日ピノレ

官童話畏北演(23) 4501番 (9)

振醤口座大阪 399 75 番

目本出版文化協合合員番盟主222043

給 元 日本出版配給株式舎駐

東 京 市 神 田 区 淡 路 町 二 丁 目 九 番 地

防 空 暗 幕 用 綿

l舟閃銭( 郵君主2銭 J

12加 6困〈ゲ 24銭 J

昭 和 18年 2 月! 日後行

プ口

ー プ諸 機 械 俸 導 用 綿 ロ

プ

E

ア
諸 機 械 誘 導 用印

ズックベルト( 代用品= 非ズ〉
霊童

荷 造 ・ 結 束 用 紙 ・ シ デ 紐

( 見本代要六O銭)

配

所

大阪市此花区上甑島中一丁目三六

業工事商藤佐

禁 轄 載

本宮虎にt掲載せるものは一切乙れを無断にて

縛餓し叉は皐行本に上梓その他の複製行震

をなすととを祭ず。 電 街 頭 島 (45) 二 六 一 七 零
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